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行
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利

光

有

紀

Ⅰ
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
牧
畜

社
会

の
研
究

に
お

い
て

「社

会
構
造

」
は
最

も
古

典
的
な
テ

ー
マ
の

一
つ
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
と
り
わ
け
中
央

ア
ジ

ア
を
対
象

地
域
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
①

場
合
は
、
史
料
に
基
づ
く
親
族
制
度

の
研
究

が
蓄

積
さ
れ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
が
容
易
で
な

い
こ
と
や
、
社
会

人
類
学
に
お
け
る
研
究
動
向
を
反
映
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究

の
結
果
、
農
耕
社
会
と

の
対
比
点
が
抽

出
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
牧

畜
社
会

な

い
し
牧
畜
文

化
と

い
う
研
究
対
象

の
設
定

は
、
牧

畜

を
基
礎
に
す
る
社

会
が
農
耕
を
基
礎
に
す
る
社
会

と
は
異
な
る

こ
と
を
前
提

に
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
わ
ば
、
あ
る
種

の
生
業
決
定

論
が
潜

在

し
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
牧

畜
そ

の
も

の
の
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
欠
陥
を
補
う
か

の
よ
う
に
、
昨

今
で
は
家
畜
管
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
③

光
が
あ

て
ら
れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
牧

畜
研
究
が
進

展
を
見
せ
て

い
る
。
古

典

的
な

テ
ー

マ
で
あ
る
社
会
構
造

の
研
究
も
、

こ
の
新
し

い
研
究
動
向
を

ふ
ま

え
た
展
開
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
家
畜

管
理

の
視

点
を
社
会
構
造

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
④

ヘ
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

家
畜
管
理
は
、
家
畜
と

い
う
動
産

の
編
成
か
ら
始
ま
る
。
動
産

で
あ
る

こ

と
が
、
農
業
社
会
に
お
け
る
土
地

の
意
味

と

の
大
き
な
違

い
で
あ
る
と
考
え

ら
れ

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
牧
畜
社
会
構
造

の
研
究

に
と

っ
て
、
動
産

の
編
成

と
社
会
関
係

の
あ
り
方

は
重
要
な

テ
ー

マ
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ

ル
に
は
、

ス
ル
ク
制
度
と

い
う
格
好

の
材
料
が
存
在
す
る
。

ス
ル
ク
と
は
家

畜

の
群
れ
を
意
味

し
、
人
名

に
も
用

い
ら
れ
る

一
般
的
な
語
彙

で
あ
る
。

モ

ン
ゴ

ル
で
は
階
層
的
な
社
会
構
造
を
反
映

し
て
、
家
畜

の
寄

託

・
受
託

が
慣

行

さ
れ
て

い
た
。

こ
の
預
託
制
度
は

一
般
に

ス
ル
ク
制

の
名

で
知

ら
れ
て
お

り
、

い
わ
ゆ
る
満

鉄
時
代
に

い
く

つ
か

の
事
例
が
報
告

さ
れ
て

い
る
。
本
稿

は
、

こ
れ
ら

の
報
告
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
当
時

の
資
料

を

ほ
ぼ
手
中

に
収
め
て

い
た
後
藤
は
、
従
来

の
見
解
を
交
え
な
が
ら
既
に
検

討

　
　
　

　
　

⑤

を
行

っ
て

い
る
。
彼
は
、

ス
ル
ク
が
階
層
的
社
会
構
造

と
密

接
な
関

係
を
も
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っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

た
。
し

か
し
、
分
析

に
耐
え
う
る
資
料
を
も
た
な

か

っ
た
た
め
に
、
あ
く
ま
で
も
示
唆

に
と
ど
ま

っ
て

い
る
。
ま
た
、
多
様

な

契

約
条
件
に
焦
点
を
あ
て
て

い
る
も

の
の
、
そ

の
多

様
性

の
意

味
を
説
明
し

て

い
な

い
。
様

々
な
事
例
に
み
ら
れ
る
偏
差

が
説
明
さ
れ
な

い
限
り
、
本
質

的

な
理
解
は
導

か
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
諸
事
例

の
再
検
討
に
際

し
て
本
稿

で

採

用
す
る
分
析
視
点

は
、
多
様

性
を

い
か
に
説
明
す
る
か
、
に
あ
る
。

　

ス
ル
ク
制
は
、
現

代
に
至

っ
て
も
な
お
、
中
国
内
蒙
古

自
治

区

に
お

い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

牧
畜
協

業
体
制

の
意
味

で
生

き
続

け
て

い
る
。
中

国
全
土
に
わ
た

っ
て
見
ら

れ
た
人
民
公
社
か
ら
生
産

請
負

へ
の
移
行
に
応

じ
て
、
内
蒙
古

自
治

区
で
も

ス
ル
ク
制

度
が
変
貌

し
、
新

ス
ル
ク
制

と
呼

び
習

わ
さ
れ
て

い
る
と

い
う

。

個
別
経
営
体

レ
ベ

ル
で

の
実
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
な

い
た
め
、
実
態
上

の
連

続

性
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
名
称

上

の
連
続

性
か
ら
、

ス

ル
ク
を
検
討
す
る

こ
と
が
牧
畜
社
会
構
造

の
過
去
と
現
在
を

つ
な
ぎ
う
る

の

で
は
な

い
か
と

い
う
可
能

性
を
示
唆

し
て
く
れ
る
。

　

モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
家
畜
預
託

の
慣
行

に

つ
い
て
、
従
来

の
報
告
事
例
を

い
ま

一
度
整
理
し
、
そ

の
多
様
性
を
検
討
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
家
畜
管
理

の
側
面

か
ら
社
会
構
造

の
解
明

に
資
す
る

こ
と
が
、
本
稿

の
目
的

で
あ

る
。
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ど
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主
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も

の
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

②
　

そ
の
最

も
端
的

な
例

は
、
母
性
原

理
を
中
心

と
す

る
農
耕
社
会

に
対

し
て
、
牧

　
畜
社
会

は
父
性
原

理
が
優
先
す

る
と
い

っ
た
、
単
純

な
対
比

で
あ
る
。
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③
　
谷
泰

「習

性
と
文
化

の
間

に
」
、

季

刊
民

族
学

八
、

一
九
七
九
、

六
-

二

一
頁

　

　
マ

や

u
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↓
§

ミ
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ぐ
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松
原

正
毅

『遊
牧

の
世
界
ー

ト
ル

コ
系
遊
牧
民

ユ
ル

ッ
ク
の
民
族
誌

か
ら
ー
』

　

(上
)
(下
)、
中

公
新
書

、

一
九
八
三

④
　
牧
畜
社
会
構
造

の
研
究

に
お
い
て
家
畜
管
理

の
視
点

が
全

く
欠
落

し
て
い
た
わ

　

け
で
は
な
い
。

モ
ン
ゴ
ル
に

つ
い
て
は
、
牧
畜
生
産

と
労
働
組
織

と
の
関
係

が
論

　

じ
ら
れ
て
き
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ツ

ォ
フ
を
始

め
と
す
る
、
主

　

と
し
て
屯
営
形
態

を
め
ぐ
る
議
論

で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

し
か
も
従
来

の
議
論

は
、

　
共
時

的
に
も
通
時
的

に
も

一
貫

し
て
存

在
が
認
め
ら
れ
る
ア
イ
ル
形
式

と
、
歴
史

　

的
変
遷

や
地

域
差
が
指
摘

さ
れ
る
ク
リ

エ
ン
形
式

お
よ
び
ポ
ト

ン
形
式

と

の
三

つ

　

の
形
態

を
ど
の
よ
う
に
組

み
合

わ
せ
て
解
釈

す
る
か
に
終
始

し
て
い
る
。

一
般

に

　

ホ
ト

ン
が
牧

畜
協

業
体
制

か
ら
生

じ
る
形
態

で
あ
る
と
了
解

さ
れ
て
い
る

の
に
対

　

し
、
ク
リ

エ
ン
は
む
し
ろ
軍
事

的
色
彩

が
濃

い
。
従

っ
て
ポ
ト
ン
と
ク
リ

エ
ン
は

　

同

レ
ベ

ル
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
家
畜

管
理

の
視

点
に
立

っ
て
研

究
す

　

る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も

こ
う
し
た
形
態
論
を
脱
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑤
　
後

藤
富

男

『
内
陸

ア
ジ

ア
遊

牧
民
社
会

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
八
、

　

二
〇
三
i

二

一
八
頁
。

141 (771)



⑥
　
阿
部
治
平

「内

モ
ン
ゴ

ル
自
治
区

に
お
け
る
新

ス

ル
ク
制

の
登
場
と
問
題

点
」

　

モ
ン
ゴ
ル
研

究
七
号
、

一
九
八
四
、
五
七
-
八
七
頁
。

Ⅱ
　
預
託
の
諸
事
例

　

表

1
は
、
管
見

の
限
り
見

い
出
し
得
た
諸

事
例
を
、
出
典
資
料
に
基
づ

い

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

て
簡

単
に

一
覧
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
各
事

例
を
簡
単

に
概

括
し
て
お
こ

う

。
預
託

と
密
接

な
関

係
を
も

つ
、
共
同
放
牧

や
牧
夫

の
雇
用
も
含

め
て
お

き
、
各
事
例

に
お

い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
を
中
心

に
述

べ
る
。
な

お
、
内
蒙
古

の
地
名

に
関

し
て
は
図
1
を
参

照
さ
れ
た

い
。

　

資
料
①

は

チ
ャ

ハ
ル
及
び

シ
リ

ン
ゴ

ル
地
方

に

つ
い
て

の
概

括
的

な
調
査

報
告

で
あ
り
、
牧
畜

経
営

を
、
自

営

・
預
託

・
牧

夫
雇

用

・
王
公
貴

族
等

に

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

②

対

す
る
義
務

の
四

つ
に
分
類

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
王
公
貴
族
等

に
対

す
る

義
務

が
決

し
て
無
償

の
強
制

で
は
な

い
こ
と
を
明
示
す

る
た
め
に
、
具
体
的

な
事
例

を
四

つ
挙

げ

て

い

る
。
　
こ
れ
ら
を

そ
れ
ぞ
れ
、
　
〈
事
例

1
>

か
ら

〈
事
例

4
>

と
す

る
。

　

〈
事
例

1
>
　
西

ス

ニ
ト
旗
内
バ

ロ
ン
ミ

ン
ガ

ン
ポ
ジ
タ

ル
タ
ラ
。
純
遊
牧

地
帯

に
あ

た
る
こ
こ
で
、
親
戚
関
係
を
も

つ
六
戸

二
八
人

の
集
団

が
馬

二
五

〇

頭
、
牛

=
二
〇
頭
、
羊
五

四
〇
頭
、

ラ
ク
ダ

四
頭
を
放
牧

し
て
い
る
の
が

確
認
さ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
家
畜

の
う
ち
、
馬

二
九
頭
、
牛

四
〇
頭
、
羊

=
二

〇
頭

は
私
有

の
も

の
だ
が
、
他

は
す

べ
て
ラ

マ
廟
所
有

の
家
畜

を
二
〇
年
来

に
わ
た

っ
て
受
託

し
て
き

た
も

の
で
あ

る
。
牛
馬

に

つ
い
て
は
ラ

マ
廟

の
所

有

を
示

す
焼
印

(
タ
ム
ガ
)

が
押

さ

れ
て
い
る
。
牛

に

つ
い
て
は
、
受
託
者

が
自
由

に
搾
乳

で
き
る
。
年

に

一
度
頭
数

が
調
査

さ
れ
、
弊
死

の
際

は
牛
皮

を
廟

に
納

め
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。
死

亡
を
証
明
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
弁

償
義
務

か
ら
免

れ
る
。
狼
害

や
盗
難
等

に
よ
る
損
失
賠
償

の
義
務

は
な
い
。

三
〇
%

以
上
増

加
し
た
頭
数

に
対

し
て
は
、
受
託
者

の
所
有

が
認

め
ら

れ
る
。

馬

に

つ
い
て
も
同
様

で
あ

る
。
羊

の
場
合

は
、
羊
毛

が
全

て
与

え
ら

れ
、
年

二
回

の
調
査

が
あ
る
。

　
〈
事
例

2
>
　
西

ア
バ

ガ
旗
内

ツ

ァ
ン
ト
ル
ス
ー
ム

(廟
)
。

全

旗

に

一
四

あ

る
ラ

マ
廟

の

一
つ
で
、
羊

一
万
頭
以
上
、
牛
九
〇
〇
頭
、

ラ
ク
ダ

六
〇
頭

を
有
す

る
。
馬

に

つ
い
て
は
牧
夫

が
雇

わ
れ
る
ほ
か
、
各
種
家
畜

は

「
各
部

落

二
預
託

ス
」

と
い
う
。

条
件

は

〈
事
例

1
>

に
等

し
い
。

さ
ら

に
、
〈
事

例

1
>

で
言
及

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
羊

の
所
有
権
移
転

と
ラ
ク
ダ

の
利
用
権

に

つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ

「
生

レ
タ
ル
仔

ノ

一
頭

ハ
必

ス
廟

ノ
所
有

ト

ス
」

「
毛

ハ
廟

ノ
所
有
」

と
記

さ
れ

て
い
る
。

　

〈
事
例

1
>

と

〈
事
例

2
>

か
ら
明
ら

か
な
よ
う

に
、

ラ

マ
廟

の
所
有
す

る
多
数

の
家
畜

は
、
牧
民

の
集
団
を
対
象

に
分
配

さ
れ
、
管

理
が
委
託

さ
れ

て
い
る
。
受
託
者
側

か
ら
見

た
も

の
が

〈
事
例

1
>

で
あ

り
、
寄
託
者
側

か

ら
見

た
も

の
が

〈
事
例

2
>

で
あ
る
。

ス
ル
ク
と
い
う
名
称

は
確
認

で
き
な

い
が
、
家
畜
預
託

の
慣
行
例

と
見

な
し
う

る
。

ラ
ク
ダ

の
毛

を
除

い
て
利
用

142 (772)



第1表 家畜預託に関する諸事例

事例
番号

・

2

3

4

5

51

6

σ

剖

7

7

8

9

m

U

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

所 在

西 ス ニ ト 旗

西 ア バ ガ 旗

正 　 白 　 旗

東 ア パ ガ 旗

アルポルチン旗

　 　 n

ジ ャ ラ イ ト旗

　 　 'ノ

陳 バ ル ガ 旗

　 　 〃

新 バ ル ガ 旗

　 　 "

ソ ロ ン 旗

トシ ェー ト旗

ス ル ク 旗

ダ ル ハ ン 旗

　 'ノ

　 〃 な ど

ダ ル ハ ン 旗

博 王 旗

アルポルチ ン旗

張 家 口 北

外 蒙 古

　 "

ス ル ク の

名称 確認1)

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

寄 託 者 の
性　　格2)

受託者の
性　　格

ラ　マ　廟

　 　 〃

　 　 〃

王 公

富 戸 貧 戸

ラ マ 廟 〃

富 戸 富 戸

ラ マ 廟 貧 農

親戚知人

富 戸

貧 戸
''

清 朝

フ 　　マ

ラ マ 廟

漢人商人

役 人
富 戸

〃

王 公

ラ マ 廟

王 公

貧　　戸

親　　戚

富　　戸

　 〃

シ ヤ　ビ

貧　　戸

貧　　戸

　 〃

預託される家畜の種類 ・頭数

牛90,馬221,羊410,ラ クダ4

牛,羊,ラ クダ

馬200

牛2～70

牛63,羊128,山 羊12

牛9

牛11

牛6

搾 乳牛数頭

羊数頭

牛2～4

牛14～19

牛15～17,羊17～20,馬4～7

牛100,羊50

牛 ・馬 ・ラクダ単純平均 で30余

牛10～30

牛5～200

牛30～50

牛20×16群

牛7～29

牛6群,馬3群,羊2群

羊300～800,牛,馬

馬,羊,ラ クダ

出典

0

0

0

0

0

0

0

0

0

(ｮ)

Cｮ)

0

0

⑥

0

⑧

⑧

⑧

⑧

⑧

⑧

⑧

O

io

ri

備 考

馬 については牧夫が雇われ る。

但,こ れは雇用の事例であ る。

但,こ れは賦役の事例であ る。

ほか に牧夫雇用の例がみ られ る。

ここでは共同放牧がm的 である。

ここでは牧失雇用が一般 的であ る。

寄託者は別件で雇われる。

群れを等質化して牧夫を雇用する例がみられる。

犠牲牛の供出を契機とする共同放牧である。

注1)確 認できる ものを+と し,確 認できない ものは空欄 とした。 また一は,ス ル クと呼ばれてい ない ことが確認 され てい るもので ある。

　 2)寄 託者お よび受託者 の性格 は,特 徴 を簡単 に記 した。



第1図 　1930年頃の東部内外蒙古

注)旗 界及び旗名は本文で言及するものにとどめた。
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、・
滋

モンゴルにおける家畜預託の慣行(利 光)

が
自
由

に
認

め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
こ
こ
で
は
生
産
仔

に
対
す

る
所
有

も

一

　
　
　
　
　
　
　

③

部
認

め
ら

れ
て

い
る
。

　
〈
事
例

3
V
　
同
じ
く
ラ

マ
廟

で
あ
る
が
、
チ

ャ

ハ
ル
正
白
旗

の
ホ

シ
ョ
ッ

ト

ス
ム
の
場
合
は
、
馬

群
に
対
す
る
牧
夫

雇
用

の
例

だ
け
が
報
告

さ
れ
て

い

る
。

二
〇
〇
頭
を
基
準
と
し
た
現
金
報
酬
が
定

め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
年
雇

用

の
場
合

に
は
衣
食
も
支
給
さ
れ
る
。　

〈
事
例

2
V

で
も
馬
群

に
関
し
て
は

牧
夫
が
雇
用
さ
れ

て
い
た
。
馬
は
直
接
的
な
生
活
資
材
を
提
供
す
る
家
畜
で

は
な

い
。

こ
の
こ
と

が
、
預
託

よ
り
も
牧
夫
雇
用
が
採
ら
れ
る
最
大

の
原
因

と
思

わ
れ
る
。

　

〈
事
例

4
V
　
東

ア
バ

ガ
旗

か
ら
は
、
王
公
家
畜

を
管

理
す

る
事
例

が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
従
事

し
て
既

に
3
年

に
な
る
者

を
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
と
し

て

い
る
例
で
あ
る
。
単
身

、
住
み
込
み
で
王
公

の
も
と
に
来

て
い
る
ら
し
い
。

衣
食
住
が
支
給
さ
れ
、
許
可
を
得
れ
ば
帰
宅
で
き
る
も

の
の
、
報
酬

は
な

い
。

コ

家

二
壮
丁

一
人

ヲ
残

シ
他

ハ
皆
王

二
使

ヘ
ル
義
務

ア
リ
」
と

い
う
。
明

ら
か

に
身
分
的
従
属
を
伴

っ
て
い
る
例
で
あ
り
、
管
理
を
委
託
さ
れ
て
は

い

る
が
、
王
公

に
対
す

る
賦
役
義
務

の

一
種

と
み
な
さ
れ
る
。

　

旧
満
州

国
で
は
土
地
制
度

を
制
定

す
る
に
先
立

っ
て
、

モ
ン
ゴ

ル
族

の
生

活

を
把
握
し
て
お
く
た
め
に
実
態
調
査

が
行

わ
れ
た
。
種
族

や
生
活
形
態

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

違

い
を
考
慮

し
て
、

一
九
三
九
年

に
八
地
点

で
実
施

さ
れ
た
が
、
翌
年

に
は

さ
ら
に
陳

バ

ル
ガ
族

の
事
例
も
加
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら

一
連

の
調
査

報

告

(資
料
②
～
⑥
)
が
預
託
事
例
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　
〈
事
例

5
>
　

ア
ル
ポ
ル
チ
ン
旗

の

ハ
ラ
ト
ク
チ
ン
部
落
は
、
遊
牧
を
主
と

し
な
が
ら
農
耕

に
も
従
事
す

る
二
〇
戸

か
ら
な

る
。

こ
れ
ら

二
〇
戸

の
う
ち
、

所
有
す

る
牛

が

一
〇
頭

に
満

た
な

い

=

戸
中

一
〇
戸
ま

で
が
、
富
裕
層

の

所
有

す
る
牛

を
受
託

し
て

い
る
。

ま
た
、

こ
れ
ら

の
寄
託
者

で
あ

る
富
裕
層

は
当

地
以
外

の
牧
戸

に
対

し
て
も
寄
託

し
て

い
る
。

こ
う

し
た
事
例

は
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

調
査

報
告
書

(資
料
②
)

で

「
ス
ル
グ
表
」

と
し
て
列
挙

さ
れ
て
い
る
。

　
搾

乳
お
よ
び
農
耕
用
使
役
等

の
利
用
は
、
頭
数
を
定

め
て
認
め
ら
れ
て
お

り
、
す

べ
て
の
ス
ル
ク
牛

に
た

い
し

て
自
由

に
認
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は

な
い
。
生
産
仔

に
対
す

る
所
有

は
認
め
ら

れ
ず
、
弊
死

に
対
し

て
は
死
皮
を

返
却
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
責
を
免
れ

る
。

こ
こ
で
特
筆
す

べ
き

は
、
草
や
柴

の
採
取

、
皮

な
め
し
、
牛
車
製
造
等
様

々
な
労
働
義
務

が
受
託
者

に
課

せ
ら

れ
て

い
る
点

で
あ
る
。
富

裕
層

は
牛

を
寄
託

す
る
ほ
か
、
各
種

の
家
畜
管

理

に
関

し
て
牧

夫
を
雇

用
し
て

い
る
。
牧
夫
雇
用

の
場
合

は
群

れ
ご
と
管
理

を

委

ね
る

こ
と
に
な
る

の
に
対
し
、
牛

の
預
託

は
ご
く
少
数
頭
ず

つ
分
散

し
て

行

わ
れ
て

い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ

か
、

ラ

マ
廟
か
ら
牛
お

よ
び
羊

・
山
羊
を
受
託
す
る
貧
戸
も

み
ら

れ
る
。

こ
の
例

を

〈
事
例
51
>

と
し
て
お
く
。

　

〈
事
例

6
>
　
同

じ
く

ハ
ル

ハ
族

で
は
あ

る
が
、

ジ

ャ
ラ
イ

ト
旗

は
半
農
半

牧

地
域
に
含

ま
れ
、
主
農
従
牧

の
生
活

が
見
受

け
ら

れ
る
。
資
料
③

に
よ
れ

145 (775)



ぱ
、
調
査

の
対
象
と
な

っ
た
モ
リ
ト
部
落

は
、
調
査
当
時

の
三
～
四
代
前
ま

で
は
遊
牧
を
し

て
い
た
人

々
が

三
七
戸
住

ん
で

い
た
。
す
で

に
豚
や
鶏

の
飼

養

が
み
ら
れ
、
牛

は
総
計
し

て
も

二
〇
〇
頭
ほ
ど

に
す
ぎ
ず
、
他

の
家
畜

は

さ
ら

に
少
な

い
。

こ
こ
で

は
預
託

に
代
わ

っ
て
共
同
放
牧
が

一
般
的

に
行
わ

れ
て
い
る
も

の
の
、
牛
を
も

た
な

い
貧
農
が

ラ

マ
廟
所
有

の
牛

=

頭
を
受

託

し
て
い
る
例
が
あ
り
、
調
査
報
告
書

の
備
考
欄

に
は

「
蘇
魯
克

(
ス
ル
ク
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

是
也
」

と
記

さ
れ

て
い
る
。

ス
ル
ク
の
名
称
を
確
認

で
き

る
も

の
と
し

て
別

に
取

り
出
し
て
お
く
。
〈
事
例
61
>

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

　

ま
た
さ
ら

に

コ

頭

ご
と
に
糧

一
斗
」

の
規
定
料

を
払

い
、

六
頭
を
寄
託

し
て
い
る
事
例

が
認

め
ら

れ
る
。
寄
託
す

る
側

が
寄
託
料
を
支
払
う
わ
け

で

あ
る
。

こ
う

し
た
事
例

は
従
来

、
報
告

さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
詳

細
は
不
明

な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
共
同
放
牧

と
は
別
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。
委
託
料

を

要

す
る

こ
の
事
例

も
別
に
取

り
挙
げ

て

〈
事
例
伊
〉

と
し
て
お
こ
う
。
・

　
〈
事
例

7
>
　

ホ

ロ
ン
バ
イ

ル
地
方

に
は
ブ
リ

ヤ
ー
ト
系

モ
ン
ゴ

ル
族
が
遊

牧
生
活
を
営
ん
で

い
る
。
陳
バ

ル
ガ
族

の
調
査

に
あ
た

っ
た
井
手
が
、

ス
ル

ク
と

い
う
名
称

も
な
く
、

一
般

的
な
慣
行

で
は
な

い
、
と
し
な
が
ら
も
預

託

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

の
契
…機
を
整
理
し

て
い
る
。

調
査
報
告
書

(資
料
④
)

に
は
記

さ
れ
て

い
な

い
の
で
、
井
手

の
記
述
か
ら
補

っ
て
お
く
。

　

ま
ず
、
貧
困
な
牧
戸
を
扶
養
補
助
す

る
目
的

で
、
親
戚
や
知
人
が
搾

乳
牛

を
貸
与
す

る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
種

オ

ス
羊

の
分
離
、
懐
胎
羊

の
分
離
、
衰
弱

し
た
羊

の
冬
期

特
別

飼
養

な
ど
、
家
畜
管

理
上

の
技
術
的

な
要
請

に
も
と
つ
い
た
羊

の
預
託

が
あ
る

こ
と
が
知
ら

れ
る
。

よ
り
集
約
的

な
管

理
が
必
要

と
さ
れ
る
場
合

に
、

預
託

を
通

じ
て
群

れ
の
分
割

が
な
さ
れ
る
事
例

と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

こ
れ

は
、
〈
事
例

71
>

と
し
て
お
く
。

　
井

手
に
よ
れ
ば
、

ス
ル
ク
が
稀

な

こ
の
地
方

は
、

ア

ル
ポ

ル
チ

ン
旗

(本

稿
で
は

〈事
例
5
>
)

に
比

し
て

「契

約
制
度
は
未
だ
確
然
と
し
な

い
」

と
さ

⑨れ
、
後
進

地
で
あ
る
か

の
ご
と
く
印
象

を
与

え
る
。
し
か
し
、

一
九
〇

九
年

東

清

(東

支
)
鉄
道

の
開

通
以
来
、
貨
幣
経
済

の
浸

透
と

い
う
点
で
は
、
ホ

ロ
ン
バ
イ

ル
地
方

は
む
し
ろ
先
進

地
に
相
当
す
る
、
と
思
わ
れ
る
。
実
態
調

査
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
労
働
力

の
確
保
は
雇
用
を
通
じ

て
達
せ
ら
れ
、
貧

困

者

の
生
活
も
ま
た
雇
わ
れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
補
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
報
酬

は

ほ
と
ん
ど
現
金

に
よ

っ
て
支
払
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
預

託

よ
り
も
牧
夫
雇
用
が

一
般
的
な

の
で
あ

る
。
ま
た
、

こ
こ
で
は
預
託
が
血

縁
関
係

に
限
定
さ
れ
が
ち

で
あ

る
の
に
比

べ
、
雇
用

は
幅
広
く
牧
夫
を
集
め

て
い
る
。

　

〈
事
例

8
>
　
新

バ

ル
ガ
族

の
実
態

調
査
報
告

(資
料
⑤
)

で
は
、

所
有

の

極
め

て
集
中
す

る
富
戸
が
親
族
関
係

に
あ

る
者

に
対
し

て
、
夏
期

の
み
搾

乳

牛
を
寄
託

し
て
い
る
例

が
二
件
認

め
ら
れ

る
。

一
件

は
去
勢
牛
も
含
ま
れ

る

が
、

い
ず

れ
も

二
～
四
頭

と
ご
く
わ
ず

か
な
牛

で
し

か
な

い
。
他

に
も

メ
ス

146 C77s)



モンゴルにおける家畜預託の慣行(利 光)

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

牛

一
頭

を
夏
期

の
み
受
託

し
て
い
る
貧
戸

が
み
ら

れ
る
。

　

〈
事
例

9
>
　
新
バ

ル
ガ
族
に
見
ら
れ
る
も
う

一
つ
の
タ
イ
プ

は
、
従
来

全

く
指
摘

さ
れ
て

こ
な
か

っ
た
受

・
寄
託
関
係

を
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

極

め
て
貧

し

い
牧
戸

が
富
戸

に
牛

を
預
託

し
て

い
る
3
件

の
例

で
あ

る
。
受

託
者

の
富
戸

に
と

っ
て
、
義
務

は
な
い
。
利
用

は
認

め
ら

れ
る
も
の
の
、

と

く

に
利
用

し
な
い
と
い
う
。

一
方

、
寄
託

し
た
貧
戸

は
、
馬

の
放
牧

や
羊

の

分
娩
作
業

な
ど
に
雇
用

さ
れ
て
生
計

を
維
持

し
て
い
る
。

　

〈
事
例
10
V
　

ホ

ロ
ン
バ
イ

ル
地
方

ソ

ロ
ン
旗
ブ

リ
ヤ
ー
ト
族

の
調
査
報
告

(資
料
⑥
)

に
お
い
て
も

、

労
働
力
不
足
を
解
決
す

る
た
め

に
、

所
有
す
る

牛

の
す

べ
て
や
、
同

じ
く
所
有
す

る
羊

の
す

べ
て
な
ど
が
貧
戸

か
ら
富
戸

に

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

⑪

受
託

さ
れ
て
い
る
例
を
見

い
出

し
う

る
。

　

生
産
仔

に
対

し
て
は
寄
託
主

に
所
有
権
が
あ

る
こ
と
、
損
害
賠
償
義
務
が

受
託
老

に
は
な

い
こ
と
な
ど
は
、
他

の
預
託
例
と
変
わ
ら
な

い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
寄
託
主

に
義
務
が
発
生
す
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。
預
か

っ
て
も
ら

う

の
で
あ
り
、
そ

の
た
め

の
委

託
料
が
現
金

で
支

払
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、

強
制

的
な
も

の
で
は
な

い
も

の
の
、
多
忙
期

や
非
常
時

に
際

し
て
作
業
手
伝

い
が
課
さ
れ
る
と

い
う

。
貧
戸

か
ら
富
戸

へ
と

い
う
家
畜

の
流

れ
は
、
従
来

考
察

さ
れ
て
き
た

ス
ル
ク

の
家
畜

の
流

れ
と
は
全
く
逆

で
あ

る
。

し
か
し
、

経
済

的
な
従
属
関

係
を
逆
転

さ
せ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
。

　

さ
て
、
次

の
事

例
は
共
同
放
牧
的

性
格

を
も

つ
ス
ル
ク
と
し
て
既

に
後
藤

が
紹
介

し
て
い
る
例

で
あ

る

(資
料
⑦
)
。

　

〈
事
例
11
>
　

ホ
ル
チ
ン
右
翼
中
旗

(ト
シ
ェ
ー
ト
旗
)
東

ホ
ン
ド

ロ
ン
部
落

は
、
農
業
を
主
と
す

る
半
農
半
牧
地
域

に
属
す
る
。
イ

フ

・
ナ

ー
ラ
(
大
山
)
の

オ
ボ
祭
り

に
捧
げ
る
犠

牲
牛

の
供
出
を
契
機
と
し
て
、

一
七
四
〇

年
頃

に
預

託
が
始
め
ら
れ
た
と

い
う
。
利
用

の
自
由
や
弊

死
に
対
し
て
死
皮

で
証

明
す

る
点
な
ど
、
条
件
は

一
般
的
に
述

べ
ら
れ
て
き
た

ス
ル
ク
制

と
変

わ
ら
な

い
。

　

以
上

の
実
態
調
査

の
ほ
か
に
、
大
渡

が
東

部
内
蒙
古

の
家
畜
預
託
慣
行

を

調
査

し
て

い
た

(資
料
⑧
)
。
結

論
部

に
明
記
さ
れ
て

い
る
よ
う

に
、
内
蒙
古

の
預

託
は
昭

和
六
年

の
満
州
事
変

以
降

、
「
覆
滅

又
は
縮
少

の
減
少

を
来

し
」

　
　

⑫

て

い
た
。

こ
う
し
た
状
勢

を
鑑
み
、
新
た
に
満
鉄
関
係
各
機
関

が
貧
民
救
済

事
業

に
取

り
組
む
際

の
方
策

を
求

め
る
こ
と
が
、
当
時

の
課
題

で
あ

っ
た
と

思

わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
満
鉄
関
係
各
機
関

の
預
託
事
業

を
除
く
他

の
事

例

は
い
ず

れ
も
、
当
時
実
質
的

な
意
味
を
も

っ
て
い
な

か

っ
た
。

た
だ

し
、

聞

き
取

り
調
査

に
よ

っ
て
預
託
慣
行

の
成
立
契
機
な
ど
、
他

の
資
料

か
ら
は

得
ら

れ
な

い
デ

ー
タ
を
提
供

し
て
い
る
の
で
、
分
類
整
理
を
加
え

つ

つ
以
下

に
引
用
す

る
。

　
〈
事
例
12
V
　
ス
ル
ク
旗
養
息
牧
は
、
清
朝
が
祭
祀

に
供
え
る
畜
肉
お
よ
び

乳
製
品
を
上
納
さ

せ
る
た
め

に
、

一
六
五

一
年
頃
に
設
置

し
た
行

政
機
構

で

あ
る
。
そ
れ

に
先
立

っ
て
、
放
牧

用

の
土
地
区
画

も
設
定

さ
れ
て

い
た
。

そ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

⑬

れ
ゆ
え
に
、

ス
ル
ク
の
語
彙

が
地
名

(旗
名
)

と
し
て
定
着

し
て
い
る
。

147 (777)



　
成
牛

五
〇
頭
、
仔
牛

五
〇
頭
、
種

オ

ス
牛

二
頭

を

一
群

と
し
て
、
牧

丁

一

人
が
受
託
す

る
。
乳
製
品
お

よ
び
年

四
回

の
泌
乳
牛

の
供
出

が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
亡
失

に
際

し
て
は
補
填
義
務
も
生
ず

る
が
、

こ
こ
で
は
生
産
仔
が
受

託
者

に
与

え
ら

れ
て
い
る
か
ら
大
き

な
負
担

と
は
言

え
ま
い
。

た
だ
し
、
後

年

に
な
る
と
銭
納

も
要
求

さ
れ
た
と
い
う
。
羊

の
場
合

、
五
〇
頭

を

一
群

と

し
、

メ
ス

一
〇
頭

に
対

し
て
種

オ

ス

一
頭

が
付
加

さ
れ
て
牧

丁
に
寄
託

さ
れ

る
。
条
件

は
牛

と
ほ
ぼ
同
様

で
あ

る
。

　
〈
事
例
13
>
　

一
七
四
六
年
頃
、

ホ

ル
チ

ン
左
翼
中
旗

の
ダ

ル

ハ
ン
王

の
も

と
に
、
王

の
親
戚
筋

に
あ
た
る
ラ

マ
が
帰
郷

し
た
。

こ

の
た
め
喜
泊
花
付
近

一
帯

が
ラ

マ
専
用

の
牧
地

に
指
定

さ
れ
、
そ

れ
を
契
機

に
預
託

も
始

め
ら

れ

た
と

い
う
。
最

盛
期

に
は
、
ラ

マ
所
有

の
家
畜

は
牛

一
〇
〇
〇
頭

、
馬

一
〇
〇

〇
頭
、

ラ
ク
ダ
三
〇
〇
頭
余

に

の
ぼ
り
、

こ
れ
ら

を
七
〇
余
群

に
分
割

し
て

彼
自
身

が
帯

同
し
て
き
た
属

下
人

シ
ャ
ピ
ら
に
寄
託

し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
乳
製

品

の
納

入

の
他

に
毎
年

一
ヵ
月
雑

役
に
服
す
る
義
務

も
あ
る
が
、
生

産
仔

は
受
託

者
に
与

え
ら
れ
て

い
る
。

　
〈
事
例

14
>
　
同
上
旗

烈
白
廟

は
、
廟

所
有

の
二
牛

群
を
民
間
に
預
託

し
て

い
た
。
生
産

仔
は
預
託
者

の
所
有

に
属

す
る
も

の
と
し
、
死
皮

を
納
入
し
て

弊

死

の
証
し
を
た
て
る
と

い
う
条
件
は

一
般
的
な
も

の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
利
用
権
に
関

し
て
は
五
歳
以
上

の
去
勢

牛

の
使

役
に
対
し
て

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

頭

に

つ
き
毎
年
七
斗

の
穀
類
を
納
入
す
る
と

い
う
条
件
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

半
農
半
牧
地
域

に
お

い
て
は
、
預
託
さ
れ

た
家
畜
を
農
作
業
な
ど

に
使
う

こ

と
が
あ
り
、
そ
れ

に
対
し
て
は
農
作
物
を
納
め
さ
せ
る
、
と

い
う
農
作
業
を

め
ぐ
る
や
り
と
り
が
あ
る

こ
と
を
、

こ
の
例
は
示
し
て

い
る
。

　
〈
事
例
15
>
　
東
部
内
蒙
古

の
半
農
半
牧
地
域

に
属
す
る
ダ

ル

ハ
ン
旗
や
ト

シ

ェ
ー
ト
旗
、
ザ

サ
ク
ト
旗

で
は
、
漢
人
商
人
が
寄
託
主
と
な
る
事
例
が

み

ら
れ
る
。
彼
ら
商
人
は
家
畜

の
管
理

に
通
じ
て

い
な

い
。
個
別

の
商
取
引
に

よ

っ
て
受
け
取
る
頭
数

は
零
細
で
管
理

に
不
便

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

一
括

し
て
市
場

に
搬
出
す
る
便
宜
を
図

る
必
要
が
あ

る
。
歩
行
輸
送

に
耐
え
な

い

幼
畜

は
成
熟

さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
ま

た
、
市
場
相
場

に
応
じ

て
順
次

選
択
し
、
輸
送
す

る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

こ
う
し

た
様

々
な
問
題
点
を

一
挙

に
解
決
す

る
方
法

と
し

て
預
託
が
実
施
さ
れ
た
。
明
ら
か

に
、
寄
託
主

に
も

メ
リ

ッ
ト
の
あ

る
預
託

で
あ

る
。
利
用

の
自
由
が
認
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
に
、

成
績
め
良

い
受
託
者

に
は
生
産
仔
も
与

え
ら

れ
た
。

　
〈
事
例
16
>
　
貧
者

の
請
願

を
契
機

と
す

る
事
例
が

五
件
報
告

さ
れ
て
い
る
。

そ

の
う
ち

の

一
つ
は
、
ダ

ル

ハ
ン
旗

の
役
人
が
貧
者

の
申
込

み
を
受
け

て
、

一
九

一
一
年
頃

に
始

め
た
も

の
で
、
最
も
単
純

で
典
型
的

な
条
件
を
提
示
し

て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
利
用
自
由
、
所
有

な
し
、
死
皮
納

入
に
よ
る
弊
死
証

明
、
と

い
う
規
定

で
あ

る
。
預
託

は
群

れ
単
位

で
行

わ
れ
る
こ
と
が
確
認

で

き
る
。

一
群

は
、

三
〇

～
五
〇
頭

で
、

三
〇
頭
以
下

の
牛
群

に
は
去
勢
牛
五

頭

、
そ
れ
以

上
五
〇
頭

以
下

の
牛
群

に
は
去
勢
牛

一
〇
頭

が
加

え
ら

れ
、

一
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群

に
対
し
て
種
ナ

ス
牛

一
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
付

さ
れ
た
、
と
い
う

。

　
同
じ
く
貧

者

の
請
願
に
よ
る
残
り
四
件

は
、

こ
の

〈
事

例
16
>

に
比

べ
て

条
件
が
著

し
く
厳

し

い
。
そ

こ
で
別

の
事

例
と
し
て
扱

お
う
。

　
〈
事
例
17
>
　

ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗

(博
王
旗
)
の
公
営
子
付

近
で
、

一
富
戸

が
貧

者

た
ち
に

一
六
群
計
三

二
〇
頭
を
預
託
し
て

い
た
。
起
源
は

二
〇
年
前

に
遡
る
。

一
群
は

メ
ス

一
三
頭
、
ナ

ス

一
頭
、
去
勢

オ

ス
六
頭
か
ら
な
る
。

利
用
は
自
由
で
、
弊
死

の
補
充
義
務
は
な

い
。
し
か
し
、
亡
失

の
場
合
は
補

充
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
穀
類
お
よ
び
乾
草
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
三
年

ご
と

の
調
査
で
生
産
仔

の
残
存
中

一
〇
分

の

一
が
受
託

者

に
与

え
ら
れ
る
。

　
他

の
三
件

は
い
ず

れ
も

ア
ル
ポ
ル
チ
ン
旗

一
帯

の
調
査
か
ら
得
ら
れ

て
い

る
。

こ
の
う
ち
、

ハ
ラ
ト
ク
チ
ン
で
目
撃
さ

れ
た
二

=
　
の
部
落

で
の
例

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑮

は
、
〈
事
例

5
>

に
相
当
す

る
。

〈
事
例

5
>

で
依
拠

し
た
資
料

(資
料
②
)

に
よ
れ
ぼ
、
受
託
者

の
所
有

は
認

め
ら

れ
て
い
な
い
、

と
さ
れ
て
い
た
け

れ

ど
も
、

三
歳
牛

が
分
娩

し
た
場
合

の
仔
牛

や
、
双

子
で
生
ま

れ
た
場
合

の
羊

・
山
羊

の
片
方

な
ど
は
受
託
老

の
所
有

に
な
る
こ
と
が
、
新

た
に
認

め
ら

れ

る
。

た
だ
し
、

実
際

に
そ
う

し
た
出
産

は
稀

な
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
〈
事
例

5
>

の
預
託

条
件

を
こ
と
さ
ら
訂
正

す
る
必
要

は
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

ア
ル
ポ
ル
チ
ン
旗
に
お
け
る
残
り
二
件

を

〈
事
例
18
>

に
ま
と
め
て
お
く
。

こ
れ
ら
は

〈
事
例
5
>
と
同
様

、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働

賦
役
を
伴
う

と

い
う
特

徴
を
も

つ
。
税
負
担
や
亡
失

の
補
充
等
を
銭
納

に
代

え
て
労
働

で
支
払
わ
な

　
　
　
　
　
　

⑯

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

　
〈
事
例
19
V
　
張
家

口
の
北
北
東
約

六
〇

㎞
に
あ

る
清
朝
何
親
王
牧
地

で
は
、

何
親

王
所
有
畜

が
群

れ

(
ス
ル
ク
)

に
分
け

て
牧

人

に
委

ね
ら
れ

て
い
る
。

頭
数

は
不
明
な
が
ら
、
馬

三
群
、
牛

六
群
、
羊

二
群

で
あ

る
。
何
親
王

は
北

京

に
常
住

し
て
お
り
、
年
間

二
〇
%
増
を
め
ど

に
そ

の
生
体
売
却
価
格

に
相

当
す

る
金
額
を
納

め
る
以
外

は
、
所
有

も
利
用

も
す

べ
て
牧
人

の
自
由

と
な

る
。
牧
人

か
ら

の
聞

き
取

り
に
よ
れ
ば
、
所
定

の
金
額

よ
り
実
際

の
売
却
価

格

の
方

が
高

く
、
ま
た
二
〇
%
以

上

の
家
畜
増

が
見
込

ま
れ
る
た
め
に
利
益

は
保

証
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
は
す
べ
て
内
蒙
古

の
事
例

で
あ

っ
た
。
外
蒙
古

か
ら
も
類
似

の
慣
行

を
知
り
う
る
。
次

の
事

例
で
は
、

ス
ル
ク

の
名
称

を
確
認

で
き
な
い
が
、
貴

　
　
　
　
　
　

　
　
　

⑰

重
な
証
言
と
な

っ
て

い
る
。

　
〈
事
例
20
>
　
ウ

リ
ヤ
ス
タ
イ
市

の
南
約
五
〇
㎞
に
位
置
す
る

ナ
ロ
バ

ン
チ

ン
寺
領

(サ
イ
ン
ノ
ヨ
ン
ハ
ン
部
)
で
は
、

二
人

の
活
仏

が

一
万
余

の
家
畜

を

有

し
て

い
た
。

一
九

二
〇
年
前
後

の
状
況
を
示
す
資
料
⑩

に
よ
れ
ば

、
ジ

ロ

ワ
活
仏

の
家
畜
は
分
割
さ
れ
て
牧
民

に
委
託

さ
れ
て

い
る
。
七
〇
〇
〇

頭

の

羊

は
三
〇
〇
1
八
〇
〇
頭
弱

に
分
割
さ
れ
、
三
〇
〇
頭
弱

の
羊

を
有

す
る
牧

民

が
受
託
す

る
と
い
う
。
乳

の
利
用
権
お

よ
び
羊
毛
七
〇
%

の
取
得
権
が
あ

る
ほ
か
、
増
加
分

の
所
有

も
認

め
ら

れ
て
い
る
。
弊
死

の
際

は
死
皮
を
納
め
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て
補
填
責
務
を
免
れ
る
。
牛

の
場
合
は
若
干
寺

の
付

近
に
保
留
さ
れ
る
と

い

う
記
述
か
ら
、
羊
は
ほ
ぼ
す

べ
て
が

こ
う
し
て
管

理
委
託

さ
れ
る
も

の
と
推

察

さ
れ
る
。
寺

の
付

近
に
保
留

さ
れ
る
牛
は
、
ジ

ロ
ワ
活
仏

に
乳
を
供

す
る

.
た
め

の
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
て
は
牧
夫

が
雇

わ
れ
る
。
牛

に
関
す

る

契

約
条
件

の
詳

細
は
不
明
な
が
ら

、
羊

と
同
様
利

用
権

に
加
え
て
所
有
権

も

認

め
ら

れ
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。
馬

群

の
分

割
管
理
委

託
者
に
は
、
牝
馬

の

搾

乳
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
羊

お
よ
び
牝

牛
も
与
え
ら
れ
て
そ

の
利

用
が
許

　
　
　
　

⑬

さ
れ
て
い
る
。

　

預
託

を

一
覧

す
る
最
後

に
、
外
蒙
古

の
事
例

を
い
ま
少

し
補

足
し
て
お
き

た
い
。

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト

ル
か
ら
現
代
語

に
訳

さ
れ
て
刊
行

さ
れ
た
、
牧
地
利

用

を
め
ぐ
る
争

論
文
書

(資
料
⑪
)

の
中

に

ス
ル
ク
の
用

語

が

い
く

つ
か
認

め
ら

れ
る
。
預
託

の
条
件

な
ど
詳
細

は
全
く

不
明

で
あ

る
も

の
の
、

ス
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

⑲

制

が

一
般
的

に
広

く
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認

で
き
る
。
諸
事
例

を

一
括

し
て

〈
事
例

21
>

と
し
て
掲
げ

て
お
く
。

　

〈
事
例

21
>
　
文
書

整
理
番

号
四
九

の
争
論

の
発
端

は
、

ト
ジ

ェ
ー
ト

ハ
ン

部

の

ハ
ン
山

周
辺

の
牧
地

を
、
ケ

ル
レ
ン
盟

ツ

ェ
ツ

ェ
ン

ハ
ン
部

の
騙
馬
群

が
脅

か
し
た

こ
と
に
あ
る
。

一
七
九
六
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
被
害

者

に
相
当

す
る

の
が
、

ハ
ン
山

周
辺
で
放
牧

さ
れ
て

い
た

ス
ル
ク
馬
群

で
あ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

る
。
同
文
書
中

に
は

「
ス
ル
ク
馬
畜
」

と

い
う
表
現

も
み
ら
れ
る
か
ら
、
必

ず

し
も
馬
に
は
限
定

さ
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
王
公

の
家
畜

群

で
あ

る
。

　
整
理
番
号
五
〇

の
文
書

は

一
八
〇

一
年

の
も

の
で
、
ゴ
ビ

で
の
限
ら
れ

た

水
場
を
め
ぐ

っ
て
争

い
が
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
駅
姑

に
所
属
す

る

家
畜
群

の
占
有
地

に
対
し

て
二

つ
の
加
害
者
が
存
在
す

る
。
そ

の

一
つ
が
、

兵

に
委
託
さ
れ

た
王
公

の
ス
ル
ク
で
あ

る
。

ゴ
ビ

で
繁
殖
さ

せ
る

「
ス
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

⑳

・
ラ
ク
ダ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　
続
く

五
三
番

の
文
書

(
一
八
八

一
年
)

で
は
、
争

い
が
長
引

い
て
お
り
、

そ

の
た
め
多
く

の
被
害
者

の
供
述
が
採
ら
れ

て
い
る
。
そ

の
中

に
は
ツ

ェ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

エ
ン

ハ
ン
部

に
あ

る

ハ
ン
ヘ
ン
テ
イ
山

に
捧
げ
ら
れ

た

「
犠
牲

ス
ル
ク
」
を

放
牧
す

る
兵
や
管
理
人
お

よ
び

ア
ル
ガ
リ

(畜
糞
)
収
集
人
が
含
ま
れ
て

い

る
。
以
上

三
件

は
、

ス
ル
ク
家
畜
な

い
し
そ

の
牧
夫
が
事
件

の
当
事
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
㊧

て
登
場
す
る
た
め

に
、

一
連

の
も

の
と
し

て
整
理
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ

に
対

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し

て
、
貴
族

の
牧
地
占
有
状
況
を
示
す
争
論
例

は
、
別
個

に
扱
わ
れ

て
い
る
。

そ
れ
ら

の
中

に
含
ま
れ
る
整
理
番
号
七

三
は
、

一
八
五
九
年

ト
シ

ェ
ー
ト

ハ

ン
部

で
の
冬
営
地
を

め
ぐ

る
争

い
を
記
録

し
て
お

り
、
王
公

の
ス
ル
ク
群
が

登
場
す

る
。
羊

の

ス
ル
ク
を
扱
う
牧
民
や
、
馬
を
担
当
す
る
牧
民

の
名
前
が

挙

が

っ
て
い
る
。

　
以
上

の
例

か
ら
、

ス

ル
ク
と
い
う
語
彙

は
単

に
日
常

会

話

レ

ベ

ル
で

の

「
家
畜
群
」

の
意
味

で
は
な
く
、
管
理
委
託
群
を
示
す
社
会
的
な
用
語
と
し

て
用

い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
窺

わ
れ
よ
う
。
整

理
番
号

五
三
の
事
例
が
寄
託
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モンゴルにおける家畜預託の慣行(利 光)

主
を
明

か
さ
な

い
ほ
か
は
、

い
ず
れ
も
王
公

か
ら
家
畜
群
が
委
託
さ
れ

て
い

る
。

ス
ル
ク
の
こ
う
し
た
用
例
は
外
蒙
古

に
お

い
て
も
少
な
く
と
も

一
八
世

紀
ま
で
遡
り
う
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
。

①
　

こ
こ
で
は

一
事
例
と
み
な
し
て
い
る
も
の
で
も
、
実
際
に
は
数
戸

の
事
例
を
包

　
括
さ
せ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
表
中
に
番
号
で
記
し
た
資
料
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
以
降

の
本
文
お
よ
び
注

　
で
こ
れ
ら
の
資
料
を
示
す
場
合
に
も
こ
の
番
号
を
用
い
る
。

　
資
料
①

満
州
国
国
務
院
興
安
局

『
チ
ャ
ハ
ル
部
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
調
査
行
』、

一

　
　
　
　
九
三
五

　

〃

②
　
満
州
国
国
務
院
興
安
局

『
阿
魯
呼
爾
泌
旗
実
態
調
査
統
計
篇
』、　
一
九

　
　
　
　
三
九

　

〃

③
　
満
州
国
国
務
院
興
安
局

『
興
安
南
省
孔
餐
特
旗
実
態
調
査
統
計
篇
』、
一

　
　
　
　
九
三
九

　

〃

④
　
満
州
国
国
務
院
興
安
局

『
陳
巴
爾
虎
旗
実
態
調
査
統
計
篇
』、
一
九
四
〇

　

〃

⑤
　
満
州
国
国
務
院
興
安
局

『新
巴
爾
虎
右
翼
旗
実
態
調
査
統
計
篇
』
、　
一

　
　
　
　
九
三
九

〃

⑥
　
満
州
国
国
務
院
興
安
局

『
索
倫
旗
実
態
調
査
統
計
篇
』、

一
九
三
九

〃

⑦

愼

篤

二

「
イ
ホ
オ
ー
ラ
の
祭
り
と
ス
ル
グ
牛

・
第
三
話
ー
西
科
中
旗

　
　

実
態
調
査
」
蒙
古
研
究
三
ー
三
、

一
九
四

一

〃

⑧
　
大
渡
政
能

「東
部
内
蒙
古
地
帯
に
於
け
る
家
畜
預
託
の
慣
行
に
就
て
」

　
　

満
鉄
調
査
月
報
一ニ

ー

一
一
、

一
九
四

一
、

一
七
七
-

一
八
八
頁

〃

⑨
　
ポ
ズ
ト
ネ

ェ
フ

『
東
部
蒙
古
』
東
亜
同
文
会
調
査
篇
纂
部
、

一
九

一
五
、

　
　

二
三
四
頁

〃

⑩

〃

⑪

　
　
な
お
、
資
料
⑦
は
原
山
煙
氏
に
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝

　
意
を
表
し
ま
す
。

②

資
料
①
　
四

一
頁

③
　
た
だ
し
、
群
れ
の
雌
雄
構
成
比
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
三
〇
%
以
上
と
い
う
増

　
加
が
ど
の
程
度
可
能
性
を
も
つ
も
の
か
、
あ
る
い
は
多
い
か
少
な
い
か
と
い

っ
た

　
判
断
は
保
留
し
て
お
く
。

ま
た
、
〈
事
例
2
>
に
見
ら
れ
る
仔
羊

一
頭
云
々
の
規

　
定
は
、
お
そ
ら
く
双
子
が
生
ま
れ
た
場
合
の
片
方
に
つ
い
て
の
み
、
受
託
者
の
所

　
有
を
認
め
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る

〈事
例
5
>
と
同
地
点

　
を
調
査
し
た
大
渡
氏
の
報
告

(資
料
⑦
)
に
そ
の
旨
の
規
定
が
あ
る
。

④
　
竹
村
茂
昭

「
蒙
古
民
族
の
農
牧
生
活
」
東
亜
食
糧
問
題
叢
刊
三
、

一
九
四

一
、

　
五
六
ー
七
六
頁
、
六
〇
頁
。

⑤
　
当
地
の
諸
事
例
は
、
こ
の
調
査
に
あ
た

っ
た
と
思
わ
れ
る
人
々
の
報
告
も
あ
る
。

　
村
岡
重
夫

「
阿
魯
呼
爾
泌
旗
の
ス
グ
ル
慣
行

(-
)
(2
)」
産
業
調
査
月
報
三
巻

、

　

一
九
三
九
、
二
七
-
三
五
頁
、
お
よ
び
八

一
-
九

一
頁
。
後
藤
の
検
討
は
そ
れ
ら

　
を
も
と
に
し
て
い
る
。

⑥
　
資
料
③
　
三
三
頁
　
飼
養
家
畜
表

(
2
)

⑦
　
同
上
表
の
備
考
欄

⑧
　
井
手
俊
太
郎

「
遊
牧
地
に
於
け
る
諸
慣
行
ー
陳
巴
爾
虎
旗
実
態
調
査
よ
り
」
蒙

　
古
研
究
ニ
ー
四
、

一
九
四
〇
、
三
四
ー
五
〇
頁
。

⑨
　
同
上
書
　
四
四
頁
。

⑩

資
料
⑤

二
二
頁

家
畜
受
寄
託
関
係
表
。

⑪
　
資
料
⑥
　

一
六
頁
　
家
畜
寄
託
契
約
表
。

⑫

資
料
⑧

一
八
七
頁
。

⑬
　
群
れ
の
意
味
を
も
つ
ス
ル
ク
と
い
う
語
彙
が
預
託
制
度
の
意
味
に
慣
用
さ
れ
る

　
に
至

っ
た
契
機
を
、
大
渡
は
こ
の
事
例
に
求
め
て
い
る
。
資
料
⑧

一
七
八
頁
。
名

　
称
の
起
源
が
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
預
託
制
度
そ
の
も
の
の
起
源
を
示
す
も

　
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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⑭
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
後
藤

は
預
託
す

る
う
ち
に
次
第

に
負
担

が
増

加
す

る
と
指
摘

　

し
て

い
る
。
後
藤

前
掲
書

二

一
一
頁
。

し
か
し
、
こ
の
預
託

例
で
は
、
最
大

で
も

　

一
群

三
〇

頭
に
と
ど
ま
る

こ
と
、
メ
ス
が
七
〇

%
以
上

で
あ
る
こ
と
を
考

え
合

わ

　

せ
る
な
ら
ば
、
急

激
な
負
担
増

で
は
あ
る
ま
い
。
実
質

上
、
過
酷
な
条
件

で
あ

っ

　

た
と
即
断
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

少
な
く
と
も
、
預
託
牛

の
大
半

を
占

め
る

メ

　

ス
の
搾
乳

は
制
限
さ
れ
て

い
な

い
。

⑮
　
た
だ
し

〈
事
例

5
>

の
調
査

(資
料
⑥
)
が
行
わ
れ
た

一
九
三
九
年

に
は

戸
数

　

二
〇
戸
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
部
落

は

一
九
三
七
年

に
も
調

査
対
象
と
な

っ
て
お

　

り
、
当
時
は
こ
九
戸
で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
満
鉄
調
査
部

『
興
安
西
省
畜

　
産

調
査
報
告

』
産

業
調
査
資

料
第
五
八
編
、

一
九
三
九
、
三
〇
九
頁
。

⑯
　
賦

役
を
重
視
し
た
後
藤

は
、

こ
の
事
例
を
最

も
過
酷
な
条
件

を
も

つ
も

の
と
し

　

て
引

用
し
た
。
後
藤

前
掲
書

二

一
一
頁
。
し
か
し
、
過
酷
か
否
か

の
判
断
は
単
に

　
契
約

上

の
条
件

を
比
較
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
事

例

の
性
格

そ
の
も
の
を
検

討
し

　

た
上
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

⑰
　

こ
の
資
料

は
既

に
翻
訳

さ
れ
て
い
る
。
愛
宕

松
男

「
西
北
蒙
古

ナ

ロ
バ

ン
チ

ン

　
寺
領

に
お
け
る
遊
牧

モ
ン
ゴ

ル
の
経
済

・
社
会
生
活

(上
)
(下
)」
『内
陸

ア
ジ
ア

　
史
論
集
第

二
』
内
陸

ア
ジ
ア
史
学
会
編

、
国
書
刊
行
会

、

一
九
七
九
、
二
五
三
ー

　

三
四
九
頁
。
若

干
翻
訳

の
誤

り
が
認

め
ら
れ
る
の
で
委
託
内
容

に
焦
点

を
あ
て
て

　
本
文
中

に
意

訳
し
て
お
い
た
。

⑱

こ
う
し
た
羊

や
牝
牛

の
供
与

に

つ
い
て
、
資
料
⑩

で
は
馬
群

の
管

理
が
人
手

を

　
要

し
、
彼
ら
を
扶

養
す
る
た
め
で
あ
る
と

い
う
解
釈
が
示
さ
れ
る
。馬

が
羊

や
牛

ほ

　

ど
に
は
生
活
資
材
足

り
得

な
い

こ
と
も
理
由

の

一
つ
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑲

ス
ル
ク
の
語

は
ま
た

一
八
世
紀

の

ハ
ル

ハ

・
ジ

ロ
ム
な
ど
の
資
料

に
ス

レ
ッ
グ

　

:
不
グ

ト

・
ア
イ
ル

(家
畜
群
を
ひ
と
つ
と
す
る
戸
)
と
し
て
登
場
す

る
。
小
貫

は
こ

　

れ
を
出
自

を
同

じ
く
す
る
大
家
族

血
縁
集

団
か
ら
個
別
経
営
化

が
進
行

し
て

「地

　
域
隣
保
共
同
体
」

へ
と
変
遷
す

る
途
上

の
集

団
形
態

と
み
な
し
て
い
る
。
小
貫
雅

　
雄

『遊
牧
社

会
の
現
代

』
青
木
書
店

、

一
九
八
五
、

四
五
頁

、
六
五
頁
等
。

⑳
　
O
〈
8

門
〉
員
賓
望
≧
〉
沖

資
料
⑪

一
五
八
頁
。

⑳
　
「
O
uづ
げ
自

く
勺
夷
く
緒
』
ω
×

O
く
℃
ω
「
↓
リ
ョ
ω
ρ

同
上
書

一
六
〇
頁
。

⑳
　
O
ω
↓
り
で
↓
ω
=

O
く
8

」

同
上
書

一
六
四
頁
。

働
　
資
料
⑪

の

一
五
八
頁
～

一
六
八
頁
。
争
論
上

の
立
場

と
し
て
は
、
加
害
者

と
な

　

る
場
合
も
あ

れ
ば
、
被
害
者

と
な

っ
て
い
る
事
例

も
あ

る
。

⑭
　
同
上
書

二
〇

二
頁
～

一
二

七
頁
。

皿
　
多
様
性

の
検
討

　
前
章

で
概
観

し
た
よ
う

に
、

ス
ル
ク
な
い
し
家
畜
預
託

の
諸
事
例

は
多
様

な
偏
差

を
含

ん
で
い
る
。

こ
う

し
た
偏
差

を
越

え
た

ス
ル
ク
の
本
質

と
は
、

一
体
何

な

の
で
あ

ろ
う

か
。
偏
差
を
説
明
す

る
前

に
、
規
範
的

な

ス
ル
ク
の

あ

り
方

に
対

し
て
共
通
認
識
を
得

て
お
く
必
要

が
あ

ろ
う
。
従
来

の
見
解

を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
考
察

し
て
ゆ
く
。

(
-
)

従

来

の

見

解

　

ス
ル
ク
に
関
す

る
古
典
的
な
見
解

は
、

ク
ド
リ
ヤ

フ
ツ

ェ
フ
に
み
ら
れ

る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

搾
取
手
段

と
し
て

の
解
釈

で
あ

る
。
本
来

は
氏
族
間

で
の
相
互
援
助

の
形
態

で
あ

っ
た
家
畜

の
貸
与
が
、
階
層
化

の
進
行

と
と
も

に
搾
取
手
段

へ
と
変
化

し
た
も

の
と
し
て
理
解

さ
れ
た
。

し
か
し
、
搾
取

と
断
定
し

て
し
ま
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
富
裕
層

か
ら
貧
層

へ
貸
与

さ
れ
る
場
合

に
し
ば

し
ば
見
受
け
ら

れ
る
扶
養
的
性
格
を
説
明

し
え
な
く
な

る
。

そ
こ
で
、
生
活
扶
助

の
意
味
を

含

め
る
た
め
に
、

「
搾
取
」

と
い
う
表
現

は

「
小
作
」

と
い
う
表
現

に
和
ら

152 (782)
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げ
ら

れ
て
ゆ
く
。

た
だ

し
、

こ
の
よ
う

に
言

い
換

え
て
も
、
貧
者

の
労
働

に

よ

っ
て
富
者
が
利
す
る

と
い
う
構
造
を
変
更
す
る
も

の
で
は
な

い
。
そ

の
代

表
的
な
見
解
例

に
、
田
山

の

「
…
…
増
加
分
を
預
託
主

に
納
め

る
制
度

で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

る
」
と

い
う
定
義
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し

て
後
藤

は
、

「
自
然
増
加
分
が

い
ず
れ
に
帰

属

す
る
か
に
よ

っ
て
、
そ

の
性
格

に
は
著
し

い
相
違
が
生
ず
る

こ
と
を
免
が
れ
な

い
」
と
述

　

③

べ
て
、
増
加
分

の
所
有
権
に

こ
だ
わ

っ
て

い
る
。
受
託

者
側

に
増

加
分

の
所

有

が
認
め
ら
れ
る
事
例
も
あ
る

こ
と
に
対
し
て
苦
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
。
増

加
分

に
対
す
る
所
有

権
を
重
視
し
て
貧
戸

に
も
利

が
あ

っ
た

こ
と
を
言

い
添

え
た
う
え
で
、
や
は
り

ス
ル
ク
制

と
は

「
本
質
的

に
富

家
と
貧
戸

と

の
関

係

で
あ
り
、
…
…
そ

の
間

に
身
分

的
な
従
属

を
と
も
な
わ
ず

に
は

い
な

い
」
と

　
　
　
　
　

④

主
張

し
て
い
る
。

こ

の
見
解

に
従

え
ぼ

、
身
分
的

な
従
属

を
伴

わ
な
い
共
同

放
牧
的

な

ス
ル
ク
は
例
外

と
な
る
し
、
ま
た
貧
戸

か
ら
富
戸

へ
の
家
畜

の
委

託

は
逆
説
的

ス
ル
ク
制

と
で
も

い
う

べ
き
も

の
に
な
る
。

　

ス
ル
ク
に
加
え
て
牧

夫
雇
用

の
事

例
を
検

討

し

た
後

、

後

藤

は
さ
ら

に

「
貧
困
者

の
生
活
扶
助

を
目
的

と
し
て
行

わ
れ
る
場
合

の
多

い
こ
と
」

と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

う

ス
ル
ク

の

一
般
的

傾
向

を
再
確
認

す
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
方

で

「
本
質
的

に
過
大
所
有

を
維
持
す

る
た
め

の
手
段

で
あ

る
か
ら
」
全
く

の
貧
困
戸

で
は

預
託

の
対
象
足

り
得

な
い
と
も
述

べ
て
い
る
。

ナ

ロ
バ

ン
チ

ン
の
事
例

く
事

例

20
V
を
最
下
層

の
牧
民

に
は
預
託

さ
れ
な
い
と
誤

っ
て
解
釈

し
て
の
こ
と

　
　

⑥

で
あ
る
。

も
し
本
当

に
そ
う

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
例

は
貧
困
者

の

生
活
扶
助

を
目
的

と
み
な
す
解
釈

に
と

っ
て
は
む
し
ろ
反
例

で
あ

り
う

る
。

こ

の
反

例
を
も

っ
て
、
あ
る
い
は
反
例

で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
れ
を

も

っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

ス
ル
ク
の
本
質

を
説
明
す

る
こ
と
に
は
無
理
が
感

じ
ら

れ
る
。

　

ま
た
後
藤

は
、
契
約
条
件

が
寛
容

な
場
合
も
も
ち

ろ
ん
存
在
す

る
が
、

ほ

と
ん
ど
す

べ
て
が

「
自
由
対
等

の
契
約

に
よ
る
の
で
は
な
く
、
身
分
的
な
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

属
関
係

を
と
も

な
う
」

と
述

べ
て
、
反
例
を
無
視

し
て
あ
く
ま

で
も
身
分
的

従
属

を
強
調
す

る
の
で
あ

る
。
「
搾
取
」

と
い
う
解
釈
を

い

っ
た
ん
否
定

し
、

「
小
作
」

と
い
う
表
現

に
も
異
論
を
述

べ
た
後
藤

の
見
解

は
、

結
局

(あ
る

程
度
)

貧
困
な
牧
民

に
生
活

の
基
盤
を
与

え
る
が

そ
の
代
償

と
し

て
身
分
的

従
属
を
要
求
す

る
も

の
で
あ

る
、
と
ま

と
め
ら
れ

よ
う
。

こ
の
見
解

に
立

て

ぼ
、
当
然
な
が
ら
貧
困
者

の
経
済
的
自
立
性
を
さ
ら
に
奪
う
制
度
で
あ
る
、

と
も
言

い
う

る
。

こ
の
よ
う

に
搾
取
や
小
作
と
さ
し

て
異
な
ら
な

い
に
も

か

か
わ
ら
ず
、
身
分
的
従
属
を
強
調
し
て

ス
ル
ク
の
性
格
を
規
定

し
よ
う
と
す

る
考

え
方

の
背
景

に
は
、
そ
う
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
牧
夫
雇
用
と

の
差
を
明

ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
意

図
が
あ

っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ

に
し

て
も
、
反
例

は
あ

る
が
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
ほ
と
ん

ど

こ
う
で
あ
る
が
反

例
に
本
質
が
あ
る
、
と

い
う
説
明

の
仕
方

は

い
か
に
も

混
乱
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
説
明
上

の
混
乱

は
、
実
態

の
多
様

性
を
反
映

し

た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
家
畜

の
所
有
者

と
管
理
老
が
異
な
る
共

同
放
牧

153 (783)



や
牧
夫
雇
用

を
包
括

し
、
ま

た

ス
ル
ク
と
呼
ば

れ
る
か
否

か
は
と
も

か
く
す

べ
て

の
預
託

を
総

括
し
て
、
家
畜
管

理

の
視
点

か
ら
捉

え
な
お
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
多
様

性

の
検
討

を
試

み
て
み
よ
う
。

　
階
層
化

が
、

い

つ
、
ど

の
よ
う

に
進
行

し
た
か
に

つ
い
て
は
、

こ
こ
で
は

分
析

の
対
象

と
せ
ず

に
、
階
層
的
社
会
を
与
件

と
し
て
捉

え
る
。
階
層
的
牧

畜
社
会

に
お

い
て
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
労
働
力
と
生
産
手
段

で
あ

る
家
畜

の
所
有
と

の
間

に
不
均
衡
が
存
在
す

る
。

こ
う
し
た
不
均
衡

は
、
動
産
を
動

か
し

て
適
正
規
模

の
家
畜
群
を
構
成
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
調
整
す

る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
き

る
と
考

え
ら
れ
る
。
適
正
規
模

の
群
れ
を
成
立
さ

せ
る
に
は
、
理
論
的

に
、
少
数
を
集
め
る
か
、
多

数
を
分
割
す

る
か

の
い
ず
れ
か

の
方
法
を
採
れ

ば
よ

い
。
前
者

の
タ
イ
プ

に
は
、
ご
く
少
数

の
家
畜
を
少
数
同
志

で
集
め
る

場
合
も
あ
れ
ば
、
少
数
を
多
数

に
寄

せ
る
場
合
も
想
定
し
う

る
。

一
方
、
後

者

の
タ
イ
プ

に
も
、
極
め
て
多
数
か
ら
完
全
独
立
的

に
群
れ
と
し

て
分
割
し

て
ゆ
く
場
合
や
、
多
数

の
う
ち

の

一
部
を
分
割
し

て
少
数
と
合
わ

せ
る
場
合

が
考
え
ら
れ

る
。
ど

の
よ
う

に
管
理
群
が
構
成
さ
れ

る
に
せ
よ
、
労
働
力
と

所
有

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
機
能
が
あ
る

に
違

い
な

い
。

　

ス
ル
ク
の
多
様
性

に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
後
藤

は
最
終
的

に
は
、

ス
ル

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
⑩

ク
制
を
階
層
分
解

と
と
も

に
生
じ

る
形
態

で
あ

る
と
結
論
づ
け

た
。
さ
ら

に

は
、
階
層
分
化

の
進
行
を
促

し
た
可
能
性

に
も
留
意

し
て
い
る
。

た
ま
ご
と

に
わ

と
り
の
例

に
比
す

べ
き
因
果
関
係

は
と
も

か
く
、
階
層
的
社
会
構
造
と

密

接
な
関
係
を
も

つ
こ
と
を
示
唆
し

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
に
立
ち

至
り
な
が
ら
も
、
分
析

の
主
眼
を
あ
く
ま

で

「契

約
条
件

の
差
異
」
に
お

い

て

い
た
た
め

に
、
よ
り
重
要
な
質
的
違

い
を
見
落
と
し
て

い
た

の
で
は
な

い

だ
ろ
う
か
。

契

約
条
件

の
差
異
よ
り
も
重
要
な

こ
と
は
、

「
群
れ

の
成
立
方

法

の
差
異
」

で
あ
る
。
階

層
的
社
会
構
造
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
も

の
で
あ

る
な
ら
ば
、
労
働
力
と
所
有

の
不
均
衡
が
ど

の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て

い
る

の

か
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
し
た
分

析
を
可
能

に

す
る
資
料
は
確
か

に
少
な

い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
せ
め
て
、
預
託
に
よ

っ
て
群

れ
が
ど

の
よ
う
に
成
立
さ
せ
て
い
る
か
、
適

正
規

模
を
め
ぐ
る
家
畜

管
理
上

の
合

理
化

が
果

た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
を
検
討

し
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ

う
。

　

そ

こ
で
、
群
れ

の
成
立
方
法

の
差
異
に
注
目
し
て
、
先
述
し
た
諸

事
例

の

類

別
を
試

み
よ
う
。

(
2
)

類
　

　
型

　

　
化

　

ま
ず

、
王
公
貴

族
や

ラ
マ
廟

に
み
ら
れ
る
よ
う

に
過

大
集
中

し
た
所
有
家

畜

は
、
群
れ
と
し
て
分
割

さ
れ
て
預
託

さ
れ
る
。
こ
れ
を

一
つ
の
類
型

と
し

て
措
定
し
て
お
く
。
次

に
、
多

数

の
う
ち

の

一
部
を
少
し
つ

つ
分
配

す
る

一

連

の
事
例
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
厳
密

に
、
両

者
を
区
別
す
る

の
は

困
難
で
あ
る
。
そ

こ
で
便
宜
上
、
寄
託
主
を
王
公
貴

族
お
よ
び

ラ

マ
廟

に
限

定
し

た
も

の
と
、
そ
う

で
な

い
も

の
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

『
分
割

型
』
『
分
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散

型
』

と
し
て
お
く
。
さ
ら
に
、
家
畜

を
統
集
合

さ
せ
て
成
立

さ
せ
て
い
る

も

の
に

つ
い
て
は
、
少
数

を
多
数

に
寄

せ
て
い
る
事
例
群

を

『
統
合
型
』

と

し
、
少
数
同
志

を
集

め
て
い
る
も

の
を

『
集
合
型
』

と
す

る
。

こ

の
分
類

に

応

じ
て
、
先
述

し
た
諸
事
例

を
再
度
確
認

レ
て
お
き
た
い
。

　

〈
事
例

1
～
2
V

は
ラ

マ
廟

の
家
畜

を
預
託

し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
を
指

標

に

『
分
割
型
』

と
呼

ぶ
こ
と
に
す

る
。
　
〈
事
例

3
～
4
>

に
お
い
て
も
ま

た
、
貴
族

に
集
中

し
た
家
畜
が
分
割

さ
れ
て
は
い
る
。

と
こ
ろ
で

く
事
例

1

～
4
V

に
登
場
す

る
預
託

・
牧
夫
雇
用

・
王
公

に
対
す

る
労
働
義
務

の
三
者

は
、

い
ず
れ
も
管
理

が
委
託
さ

れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
所
有
者
と
管
理
者

が
異
な

る
と

い
う
点

で
は
等

し
く
、
互

い
に
密
接
な
関
係
を
も

つ
。

し
か

し
、

馬

の
場
合

は
も

っ
ぱ
ら
牧
夫
が
雇
わ

れ
て
例
外
的

に
な

る
こ
と
か
ら
も
わ

か

る

よ
う

に
、
預
託

は
管
理
が
委
託
さ
れ

て
い
る
間
、
家
畜

の
利
用
権
が
認
め

ら

れ
る
と
い
う
点

で
、
他
と
本
質
的

に
区
別
さ
れ

る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

こ

の

「
家
畜

の
利
用
権
」

に
注
目
す

る
と

〈
事
例

3
>
　
〈
事
例

4
>
は
預
託
例

　
　
　

　
　
　

　
　
　
⑪

と
し
て
は
不
適
切

と
な
る
。

　

一
般

に

ス
ル
ク
制

は
貧
戸

に
対
す

る
生
活
扶
助
を
目
的
と
す

る
こ
と
が
多

い
と
解

さ
れ
て
き
た
。
〈
事
例

5
～
8
>

は
、
〈
事
例

1
お
よ
び

2
>

と
同
様

に
い
ず

れ
も
扶
養
的
性
格

を
有

し
て
い
る
。

た
だ

し
、

ラ

マ
廟
が
預
託
主

と

な
る
例

〈
事
例

1
～
2
>
〈
事
例
げ
〉
〈
事
例
σ
〉
を
除
き
、

い
わ
ゆ

る
私
人

関
係

の
間

で
実
施

さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
預
託
頭
数
が
非
常

に
少
な

い
。
管

理
の
委
託

と
い
う

よ
り
、
貸
与

と
い
う

べ
き
も

の
で
あ

る
こ
と
に
留
意
す

る

必
要

が
あ

ろ
う
。
〈
事
例

1
>

や

く
事
例

51
V

の
ラ

マ
廟

の
事
例

の
よ
う

に
、

相
当
数

の
家
畜
を
預
託
す

る
場
合

は
、
管
理
を
委
託
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
寄

託
者
側

に
も

メ
リ

ッ
ト
が
あ

る
。
放
牧
委
託
料

に
み
あ
う

べ
き
利
用
権
が
受

託
者

に
保
証

さ
れ
る
、

と
解
釈
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

一
応
、
相
互
扶
助
が

成
立

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
預
託
頭
数
が
少
な
く
、

貸
与

と
言
う

べ
き
も

の
の
場
合

は
、
無
償

で
利
用
権
だ
け
が
与
え
ら

れ
る
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。
も
ち

ろ
ん
、
少
数
ず

つ
分
散

し
て
貸
与
す
る
場
合

で
あ

っ
て
も
、
総
ず
れ
ば
、
寄
託
者

に
と

っ
て

は
管
理

の
負
担
を
軽
減
し

た
こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
個

々
の
契
約
を

み
る
限

り
、
与
え
ら

れ
る
利

用
権

に
応
じ

て
貧
戸

は
何
ら

か
の
報
酬
を
要
求
さ
れ

て
も
当
然

の
立
場

に
あ

る
。

　
従
来
等
閑
視
さ
れ

て
き

た
預
託
頭
数

に
注
目
し
、

『
分
割
型
』

(事
例
-
、

2
、
51
、
61
)
と

『
分
散
型
』

(事
例
5
、
7
、
8
)
を
類
別
す

る
意
義

は
、
以
上

の
よ
う

に
労
働

の
合
理
化
が
図
ら
れ

て
い
る

か
否

か
の
区
分

に
な
る
と
同
時

に
、
相
互
利
益
を
も

た
ら
す
管
理
委
託
で
あ

る
か
家
畜
貸
与
で
あ
る

か
と

い

う
性
質
を
分
別
す

る
こ
と

に
あ

る
。

　

〈
事
例

9
V

で
は
、
所
有

上
分
散

し
て

い
る
家
畜
が
預

託
に
よ

っ
て

一
端

群

れ
に
統
合

さ
れ
た
の
ち
、
再
び
分
割
さ

れ
て
雇
用
さ
れ
た
牧
夫

に
管
理
が

委

ね
ら

れ
て
い
る
。
預
託

と
雇
用

の
双
方
を
通
じ

て
、
労
働
力
配
分

の
合
理

155 (785)



化

が
図
ら
れ

て
い
る
わ
け

で
あ

る
。
そ

の
ほ

か
、

こ
こ
で
は
羊

・
山
羊
や
馬

に

つ
い
て
も
預
託

に
よ

っ
て
群
れ

の
統
合
が
果
た
さ
れ
て

い
る
。
受
託
者

の

経
営
規
模
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
貧

戸
か
ら
富

戸

へ
の
預

託
例
と
は
断
定
で

き
な

い
。

が
、

少

な
く
と
も
、

寄
託
者

は
富
戸

で
は
な

い
。

し
か
も

「
手

不
足

ノ
タ
メ
」

と
預
託

目
的
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。

所
有

す
る
僅

か
な
家

畜

を
他
人

の
群

れ
に
預

け
て
、

一
括
管

理
を
委

ね
て

い

る

の

で
あ

る
。

委

託
料

の
支
払

い
が
見
ら
れ

た

〈
事
例
剖

〉
　
の
場
合

も
ま
た
、

そ
う
し

た
例

の

一
つ
で
あ

る
と
思
わ

れ
る
。
　
こ
れ
ら

の
預
託
が

『
統
合
型
』

に
相
当
す

る
。

　

〈
事
例
10
>
は
預
託

に
よ

っ
て
群
れ

の
統

合
が
果
た
さ
れ
た
後
、
群
れ
を

分
割
し
て
雇
用
し
た
牧
夫
に
委

ね
ら
れ
る
点
で

〈
事
例
9
>
と
同
様

で
あ
り
、

『
統
合
型
』
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
他

の
預
託
例
は
み
ら
れ
な

い
。
代
わ

っ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
⑫

て
、
牧

夫
雇
用

の
異
な
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
各
牧
戸

よ
り
、
種

オ

ス
羊

や

去

勢
羊
な
ど
あ
る
特

定

の
家
畜

を
集
め
て
群
れ
を
成
立
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、

〈
事
例
71
>
で
見
た
も

の
に
等

し

い
。

共
同
放
牧

す
る
際

に
も
、
牧

夫
が
雇

用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
群

れ
が
極

め
て
等
質
化

さ

れ
て

い
る

こ
と
が
特
筆

さ
れ
よ
う

。

〈
事
例

71
>

な
ど

の
よ
う

に
、

共

同
放

牧

は

『
集
合
型
』

と
類
型

づ
け
ら

れ
る
。

　
共
同
放
牧

は
、
農
耕
地
化

が
進

み
、
牧
民
自
身

が
農
業

に
従
事
す

る
よ
う

に
な
り
、
各
戸
毎

で

の
家
畜

の
維
持

が
困
難

に
な
る
に

つ
れ
て
、
増
加

し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

〈
事
例
6
>
群

の
調
査

地
お
よ
び

〈
事

例
11
>

が
そ
う

し

た
農

耕
化

地
域

に
相
当
す
る
。
　
〈
事
例

6
>
群

そ

の
も

の
は
共

同
放
牧

が
主

た
る
地
域

に
お
い
て
僅

か
な
が
ら
認

め
ら

れ
た
預
託

で
あ

っ
た
。
〈
事
例

11
>

は
、
実
質
的

に
共
同
放
牧

で
あ

っ
て
も
、

ス
ル
ク
と
い
う
名
称

が
応
用

し
う

る
も

の
で
あ

る
こ
と
を
確
認

で
き

る
。

　

〈
事
例

12
～

13
>

は
、

典
型
的
な

『
分
割
型
』

で
あ

る
。

〈
事
例

14
>

お
よ
び

く
事
例

16
V
は
預
託

の
頭
数
か
ち
判
断
す
れ
ば
、

『
分

散
型
』

と
も

『
分
割
型
』

と
も
呼

び
う

る
。

た
だ

し
、

本
稿

で
用

い
た
便
宜
上

の
定

義

(寄
託
者
の
社
会
的
属
性
)
に
従

っ
て
と
り
あ
え
ず
前

者
は

『
分
割
型
』

と
し
、

後

者
は

『
分
散
型
』

と
す
る
。

同
様

に

〈
事
例

17
>

は

『
分
散
型
』

と
な

る
。

　

〈
事
例

15
>

に
登
場

す
る
漢
人
商
人

を
王
公

や
ラ

マ
廟

の
如

き
家
畜
大
所

有
者

と
み
な
せ
ば
、
群

れ
ご
と
家
畜
管

理
を
委

ね
て
い
る
と
解
釈

で
き
る
の

　
　
　
　
　
　

　
　

⑬

で
、
『
分
割
型
』

と
す

る
。

　

〈
事
例

18
V

は
明
ら

か
に

『
分
散
型
』

で
あ
り
、　

〈
事
例

19
～

20
>
お

よ

び

〈
事
例

21
>

の

一
群

の
事
例

は

『
分
散
型
』
と
な
る
。

　
諸
事
例
を
類
型
ご
と

に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
契
約
条
件
を
示
し
た
も

の

　
　
　
　
　
　

⑭

が
、
表

2
で
あ

る
。

(
3
)

各
類
型
に
お
け
る
契
約
条
件

と
地
域
的
分
布

　
以
上

の
よ
う
な
類
型
化

の
妥
当
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
類
型
問

の
契

約

156　 (786)



モンゴルにおける家畜預託の慣行(利 光)

第2図 預託諸事例の類型

モンゴル人民共和国

遊牧地帯 半農半牧地帯 農業地帯

■分割型 口分散型 ▲統合型 ▼集合型 ● その他

157 C7s7)



第2表 　預託の契約条件

類型

分

割

型

事例
番号

1

2

'5

'6

12

13

14

15

家畜 種

牛

馬

羊

ラクダ

牛

羊

ラクダ

　 牛

羊 ・山羊

牛

牛

羊

牛,馬,ラ クダ

牛

牛

1gl馬,牛,羊

預託頭数

90

221

410

　 4

63

140

11

1群 　 100

"　 　　50

1・・一 ・・

5^-200

受託者の権利

生産仔の所有

(+)

(+)

)

ヘ
ノ

十

十

(

(

十

十

十

C+)

十

利用1)

M

W

M

W

M

M
+

w

M十

M十

納入義務2)

W

D十

併

+

0

20

一1一

M　W　-1-　1　 一!一

受託者の義務

免責のための
死皮 の納 入

一+一

++

十

一1一

羊

牛

馬

300～800 十

十
騨

M

0

一1一

十

補填

十

十

賦役

+1

一 一

約税

十

十

備 考

頭数調査は年1回

〃

〃 年2回

21



分

散

型

統

合

型

集
合
型

5

6

7

8

牛

牛

牛

牛

馬

2～29

5

4～

6

2

M十

竺

M

M十

D十 十 1+1刊
利用頭数制限付き

2ヶ 月間程度

夏期のみ預託

16

17

18

酬
9

牛

牛

牛

牛

　牛

牛,羊

1群30～50　 1

〃20

"15～20

6

1-一一19

14,　3

C+)

M十

M十

(M)

一f一

D十

一1一

一1一

一1一 i(+)1+1

頭数調査は3年 に1回

寄託料

10
牛,馬,羊

　 羊

17,　7,　23

　 20

寄託料
　 〃

注1)

　 2)

　 3)

7'

11

羊

牛

数頭 Cw)

M十

M… 乳の利用,W… 毛の利用〇+… その他の利用

D… 乳製 品の納入,W… 毛の納入,　C… 穀類 の納入0+… その他 の納 入

空欄 は不 明

一1一

卜1-1一 レ'
一 … 一



モンゴルにおける家畜預託の慣行(利 光)

第3表 　牛の預託契約条件

類型　1事 例番号1所 有権1利 用制限1納 入義務 「補填義務1賦 役1委 託料

)十

十

(一1一

 

　

　

十

十

　

(

十

十

 

　十(

十

十

1,　2

　 5'

1z

13

14

分割型

十

十

一1一

十

十

一f一

(+)

 

5

8

7

8

　

　

¶⊥

-
↓

分散型

一F一

 

9

0

　

1
統合型

集合型i・ ・

 

プ

は
、
群
れ
を
分
割
し

て
委
託
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
家
畜
管
理
上

の
合
理
化

が
図
ら

れ
て
お
り
、

『
管

理
委
託
』
機
能
を
も

つ
も

の
で
あ

る
。

条
件

は
総

じ
て
寛
容

で
あ

り
、
補
填

や
労
役

の
義
務

が
あ

る
場
合

に
は
、
所
有
権
が
認

め
ら
れ

て
い
る

の
で
厳
し
さ
が
相
殺
さ
れ
て

い
る
、
と

み
な
し
う
る
。
唯

一

の
例
外

は
、

ア
ル
ポ
ル
チ
ン
旗

の

〈
事
例

51
>
で
あ

る
。

　

『
分
散
型
』

は
、

ス
ル
ク
の
条
件
が
厳
し

い
が
ゆ
え

に

「搾

取
」
や

「
身

分
的
従
属
」
と

い

っ
た
議
論

の
的

に
な

っ
て
き
た
事
例
で
あ
る
。

こ
の
タ
イ

プ

で
は
、
個

々
の
契
約

に
よ

っ
て
家
畜
管
理
上

の
合
理
化
が
図
ら
れ

て
い
る

と

は
み
な
し
難

い
。
む
し

ろ
家
畜

の
貸
与

に
よ

っ
て
利
用

の
便
宜

の
み
を
図

る
も

の
で
あ
る
。
表

2
の
如
く
区
別
し
た

『
分
割
型
』
と

『
分
散
型
』

の
預

託
家
畜
頭
数

の
平
均
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ

八
九

・五
お

よ
び

二
三

・四

で
あ
り
、

明
ら

か
に
群
れ
と
し

て
の
構
成
が
可
能

で
あ

る
か
否

か
の
違

い
を
読

み
取
る

こ
と
が

で
き
る
。
後
者

の
タ
イ
プ

の
預
託

の
機
能
は

『
家
畜
貸
与
』

に
あ
る
。

条
件

が
他

に
比

べ
て
厳

し
い
の
は
そ

の
た
め
で
あ

る
、

と
考

え

ら

れ
る
。

〈
事
例

5
>

に
見
ら
れ

る
よ
う
な
労
働
義
務

は
、
そ

の
多
少
は
と
も
か
く
、

あ

っ
て
も
不
思
議

で
は
な

い
の
で
あ

る
。
〈
事
例

7
>
〈
事
例

8
>

の
よ
う

に

血
縁
関
係

に
も

と
つ

い
て
実
施

さ
れ
る
場
合

は
、
負
担
す

べ
き
義
務
が
差
し

控

え
ら
れ
て

い
る
と
み
な
せ
ば
よ
い
。

こ
う

し

た
事

例

が
あ

る

一
方

で
、

〈
事

例

17
>

(ホ

ル
チ

ン
左
翼
後
旗
)

や
そ

の
後
背

地
に
あ

た
る
ア
ル
ポ
ル

チ
ン
旗

の
事
例
群

〈
事

例
5
>

〈
事
例

18
>

で
は
、

条
件

の
厳

し
さ
が
目
立

つ
。

　

『
統
合
型
』
は
従
来
指
摘
さ
れ
て

こ
な
か

っ
た
家
畜

の
流

れ
を
示
す
。
寄

託
主
が
委
託
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
上
述

の
二
類
型

と
は
条
件

が
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全
く
異
な

る
。
預
託
さ
れ
た
家
畜

の
利
用
権
が
認
め
ら
れ
て

い
て
も
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。
し
た
が

っ
て
、

ス
ル
ク
と
呼
び
え
な
い
、
と
考
え
る
べ
き
か

も
し
れ
な

い
。

ス
ル
ク
の
名
称

を
は

っ
き
り
と
確
認

す
る

こ
と
が
で
き
な

い

⑫

た
と
え

ス
ル
ク
で
な

い
と
し
て
も
・
家
畜

管
理
上

の
合
理
化
藁

た
し

て

い
る
預
託

で
あ
る
点

を
重

視
し
た

い
。
所
有

と
労
働
力

の
不
均
衡

の
調
節

は
、
預
託
だ
け
で
は
実
施
さ
れ
な

い
が
、
預
託

さ
れ
た
後

さ
ら
に
牧

夫
が
雇

用
さ
れ
る

こ
と
に
よ

っ
て
実
現

さ
れ
て

い
る
。
家
畜

の
管

理
上

の
流

れ
を
ト

ー
タ
ル
に
見
れ
ぱ
、
『
管
理
委
託

』

の
機

能
が
果
た
さ
れ
て

い
る
。

　

『
集
合
型
』
は
共
同
放
牧

的
性
格
を
も

つ
も

の
で
あ
る
。
共
同
放
牧

の
事

例
も
同
様

に
扱
え
ば
、
事

例
数

や
分
布
域

は
さ
ら
に
広

げ
う

る
。

こ

の
タ
イ

プ

の
条
件
は
、
所
有
権

を
認
め
ず
に
利

用
権

の
み
を
認

め
る
も

の
で
、

一
般

的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
集
合
型
』

も

ま
た
、
家
畜

の
管

理
上

の
合

理
化

が
図
ら
れ
て

い
る
。

　
以
上

の
四

つ
の
類
型

に
対

し
て
、
そ
れ
が
果

た
す
機
能
的
側
面

か
ら
命
名

す
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
受
託
者
側

に
と

っ
て

『
管
理
請
負
』

『
家
畜
借

用
』
『
管
理
請
負
』
『
管

理
請
負

』
と
な
り
、
寄
託
者
側

に
と

っ
て
は
そ
れ
ぞ

れ

『
管

理
依
頼
』
『
家
畜

貸
与
』

『
管

理
依
頼
』

『
管

理
依
頼
』

と
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

『
分
散
型
』

と
仮

に
命
名

し
て
お
い
た
タ
イ
プ

が
、

家
畜
管
理

上

の
合
理
化

と
は
無
関
係

な
も

の
と
し
て
浮

か
び
あ

が
る
。

　
四

つ
の
ダ
イ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴

を
示

す
名

称

を
与

え

る

と
す
れ
ば
、

『
分
割
型
』

は

『
管
理
請
負
』
で
あ
り
、

『
分
散
型
』
は

『
家
畜
貸

与
』

で

あ
り
、　

『
統
合
型
』

は

『
管
理
依
頼
』
で
あ
り
、

『
集
合
型
』
は

『
共
同
放

牧
』
と
で
も
言

い
え
よ
う
。
利
用

の
自
由
を
認
め
る
が
、
所
有

権
を
認
め
ず

、

亡
失

は
証
明
す
れ
ば
免
責
さ
れ
る
と

い
う
条
件
を
仮

に
規
範
的
条
件
と
措
定

す
れ
ば
、

『
管
理
請
負
』

タ
イ
プ

の
預
託
条
件
は

一
般
に
規
範

的
条
件
よ
り

寛
容

で
あ

る
の
に
対
し
、

『
家
畜
貸
与
』

タ
イ
プ
は
血
縁
関
係
を
越
え
れ
ば

厳
し
く
、

『
管
理
依
頼
』

タ
イ
プ
は
委

託
料

を
要

す
る
点

で
規
範
的

条
件

と

は
逆

に
な
り
、

『
共
同
放
牧
』
で
は
規
範

的
条
件

が
実
施
さ
れ
る
。

い
ず

れ

も
、
そ
れ
ぞ
れ
理

に
か
な

っ
て
い
る
。

　

預
託

に
お

い
て
は
寛
容
な
も

の
か
ら
過

酷
な
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
契

約

条
件

の
違

い
が
極
め
て
顕
著

に
存

在
す
る
。
た
だ
、

こ
う
し
た
契
約

条
件

の

多
様

性
は
、
預
託

の
群

れ

の
成
立
方
法

に
注

目
し
て
類

別
的

に
整

理
す

る
こ

と
に
よ

っ
て
、
従
来

考
え
ら
れ
て
き
た
ほ
ど
に
は
多
様

で
な
い
こ
と
が
了
解

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
預
託

タ
イ
プ

の
も

つ
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能

に
ほ
ぼ
相
応

し

て

い
る
と
認
め
て
も
よ

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
契
約
条
件

の
多
様
性

は
、

預
託

の
果
た
す
機
能

に
応

じ
て
お
り
、

そ

の
意
味

で

一
つ
の
説
明
原

理
で
理

解

さ
れ
う
る
も

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、

さ
ら
に
無
視

で
き
な
い
こ
と
は
、

『
分
散
型
』

ス
ル
ク
の
特
殊

性
で
あ
る
。
富
戸

か
ら
貧
戸

へ
家
畜

が
動

か
さ
れ
る
と
い
う
流

れ
は
、
確

か

に
典
型
的

な

ス
ル
ク
の
場
合

と
等

し
い
。
そ

の
意
味

で
は
ス

ル
ク
と
呼
ば
れ
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て
も
矛
盾

は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
果
た
す
機
能

は
ス
ル
ク
の
典

型

と
み
な
し
た

『
分
割
型
』
と

は
全
く
異
な
る
。
階
層
的
社
会
構
造
と
密

接

な
関
係

は
あ

る
に
違

い
な

い
が
、
少
な
く
と
も
、
労
働
力
と
所
有

の
分
布

不

均
衡
を
調
節
す
る

こ
と
を
第

一
義

の
目
的
と
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な

い
の

で
あ
る
。

ス
ル
ク
の
変

容
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

『
分
散
型
』

に
含
ま
れ
る

〈
事
例
5
>
で
、
当
該
集
団
内

に
お

い
て
預

託

さ
れ

て
い
る
牛
は
合
計

一
八
九
頭
で
あ
り
、
そ

の
う
ち

八
五
頭

の
用
益
が
認

め
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
雌
雄
割
合
は
四
四
対

四

一
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
雌
雄

同
数
で
あ
り
、

例
え
ば

〈
事
例
12
>

〈
事
例
16
>

の
よ
う
に
群
れ
と
し
て
管

理
が
依
頼
さ
れ
て

い
る
場
合
に
比
べ
て
非
常

に
雄

の
割
合
が
高

い
と
推
察

さ

　

⑰
れ
る
。
ま
た
、
貸

し
出
さ
れ
た
家

畜

の
利

用
権

の
中
に
、
農
耕

用

の
使
役

が

認
め
ら
れ
て

い
る
。
貸
与

さ
れ
た
家
畜

に
よ

っ
て
食

糧
確

保
も
さ
る

こ
と
な

が
ら
、
農
耕
に
関
す
る
生
産

手
段
を
取

得
し
て

い
る

の
で
あ
る
。
家
畜
管

理

上

の
合
理
化
を
図
る
た
め

の
預
託
で
な

い
こ
と
は
、

こ
う
し
た
家
畜

の
種

類
、

用
途
か
ら
も
明
確

に
読

み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
来
は
寛
容
な
条
件

の
も

と
に
行

わ
れ
て

い
た
は
ず

の
ス
ル
ク
が
、
従

来

の
研
究
者

の
目
を

ひ
き

つ
け

ざ
る
を
え
な

い
過

酷
な
も

の

へ
と
変
容

す
る
、
最

大

の
要

因
は
農
耕

化

の
進

展

に
あ
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
事

例

の
数
は
分
割

型
、
分
散
型

、
統

合
型

、
集

合
型

の
順
に
多

く
、
図
2

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ほ
ぼ
そ

の
順
序
に
従

っ
て
分
散

度
も
大
き

い
。
そ
れ
ゆ

え
、
特
定

の
型

が
特
定

の
地
域

に
遍
在

し
て
い
る
と
は
判
断

で
き
な

い
。
農

耕
化

の
影
響

を
直
ち

に
指
摘
す

る
こ
と
も
で
き
な

い
。
も

と
よ
り
、
知
り
得

た
す

べ
て
の
報
告
事
例
を
挙
げ

て
も
な

お
、
全
事
例
を
網
羅

し
た
こ
と
に
は

な
る
ま
い
。

し
た
が

っ
て
、

こ
う

し
た
分
布

図
だ
け

か
ら
、
地
域
差

を
読

み

取

る
こ
と
は
困
難

で
あ

る
。

　
①
　
ク
ド
リ
ヤ
フ
ツ
ェ
フ

『
ブ
リ
ヤ
ー
ト
蒙
古
民
族
史
』
蒙
古
研
究
所
訳
、

一
九
四

　
　
三
、
二
一
七
頁
。
現
在
も
な
お
同
様
の
見
解
が
主
流
と
言
え
る
。
沈
斌
華

『
内
蒙

　
　
古
経
済
発
展
史
札
記
』
呼
和
浩
特
、

一
九
八
二
、

一
一
〇
頁
。

　
②
　
田
山

茂

『
清
時
代
に
於
け
る
蒙
古
の
社
会
制
度
』
、

一
九
五
五
、
二
三
五
頁
。

　
③

後
藤
前
掲
書
二

一
四
頁
。

　
④
　
同
上
書
一
二

六
頁
。

　
⑤
　
同
上
書
二
六
九
頁
。

　
⑥
　
ナ
ロ
バ
ン
チ
ン
寺
領
の
一
般
牧
民
の
所
有
頭
数
か
ら

み
て

く
器
Φ
一p
呂

の
記

　
　
述
を
三
〇
〇
頭
以
下
の
牧
民
に
は
委
託
さ
れ
な
い
と
読
み
取
る
の
は
明
ら
か
に
誤

　
　
り
と
思
わ
れ
る
。
<
器
9
雪
阜

o
℃
・
。
罫

℃
●
ω
鮒
℃
●
ぎ
。。

後
藤
前
掲
書
二
六
九

　
　
頁
。

　
⑦
　
当
該
牧
民
集
団
の
中
で
受

・
寄
託
し
て
い
る
牧
戸
の
階
層
に
関
す
る
分
析
は
資

　
　
料
②
～
⑥
な
ど
を
用
い
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

　
⑧
　
後
藤
前
掲
書
二
六
九
頁
。

　
⑨
　
現
在
の
社
会
主
義
政
策
の
下
で
は
家
畜
種
毎
に
性
、
年
齢
を
極
め
て
等
質
化
し

　
　
た
う
え
で
適
正
規
模
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
拙
稿

「
"
オ
ト
ル
"
ノ
ー
ト

ー
モ
ン
ゴ
ル
の
移
動
牧
畜
を
め
ぐ

っ
て
i
」
人

　
　
文
地
理
三
五
ー
六
、

一
九
八
三
、
六
三
-
七
八
頁
、
七
三
頁
　
第

一
表
。

　
⑩

後
藤
前
掲
書
二
七
〇
頁
。

　
⑪
　

〈
事
例
4
>
を
見
る
限
り
、
身
分
的
従
属
に
も
と
つ
く
最
も
顕
著
な
家
畜
管
理
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モンゴルにおける家畜預託の慣行(利 光)

　

の
委
託
方

法
は
決
し
て
預
託
で
は
な

い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

⑫

資

料
⑥

=

頁
。
被
傭

労
働
表
。

⑬

商
人

が
委
託

す
る
家
畜
群

は
元
来
各
牧
民

か
ら
少

し
つ

つ
買

い
集

め
ら
れ
て
構

　
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
共

同
放
牧
的
性
格

を
有

し
て
い
る
と
も
み

　

な
し
う
る
。

し
か
し
、
商
人

の
手

に
渡

る
ま
で
の
家
畜

の
移
動

は
購
買
活
動

に
よ

■

　

る
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
は
無
視
す

る
。

⑭

死
皮
を
納

め
て
弊
死

の
証

を
立

て
れ
ば
免
責

さ
れ
る
と
い
う
条
件

は
、
換
言
す

　
れ
ば
亡
失
し
て
立
証

で
き
な

い
時

は
補
填
等

の
義
務

が
あ

る
こ
と
を
意
味

し
て

い

　
る
。
た
だ
し
、

こ
の
表
中

の
補
填
と
は
、
不
注
意

が
原
因
と
認

め
ら

れ
た
場
合

に

　
補
充
す
る

の
と
は
異
な
り
、
常
に
原
頭
数
を
維
持
す
る

こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て

　

い
る
場
合

を
指

す
。

⑮
　
所
有
権

の
項
目

に
お
け

る
+
は
、
す

べ
て
の
生
産
仔

が
受
託

者
に
与

え
ら
れ
る

　
場
合
を
意
味
し
、

一
部

で
も
認

め
ら

れ
る
も
の
を
括
弧

つ
き
(十
)
で
表

し
た
。
利

　
用
権

は
何
ら

か
の
制
限

が
あ
る
も
の
を
+
と
し
た
。

ま
た
、
納

入
の
項

目
は
、
利

　
用
生
産
物

で
あ

る
乳
製

品
の
場
合

を

(+
)
と

し
、

そ
れ
以
外

の
納
入

(穀
類
や
乾

　
草
)
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合

を
+
と
し
た
。

た
だ
し
、
納
税

は
賦
役

や
そ

　

れ
に
代

わ
る
銭
納

と
と
も
に

一
括

し
て
お
い
た
。

⑯

〈事
例

10
>

の
依
拠

し
た
家
畜
寄
託
契
約
表

の
備
考
欄

で
は
、
本
契
約

が

ス
ル

　

グ
と
言

及
さ
れ
て
い
る
。
少

な
く
と
も
調
査
報
告
者

は

ス
ル
ク
と
み
な
し
て
い
る
。

⑰

雌
雄

の
不
明

な
残
り

一
〇
四
頭

が
仮

に
す
べ
て
メ

ス
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
性

　

比
は

一
四
八
対

四

一
で
、

一
=

・七
%
が

ナ
ス
と
な
る
。

当
該
集
団
内

の
全
所
有

　
牛

で
は
四

一
・九

%
が

オ
ス
で
、

こ
の
数
値

は
ソ

ロ
ン
旗

(資
料
⑥
で
四
六
・七
%
)
、

　
陳

.ハ
ル
ガ
旗

(資
料
④
で
五
一一・五
%
)
、
新

.ハ
ル
ガ
旗

(資
料
⑤
で
五
四
・
一
%
)
な
ど
と

　

比
べ
て
む
し
ろ
低

い
。
全
体

の
オ

ス
の
割

合
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
預

託
中

　

の
オ

ス
牛

の
割

合
が
高

い
と
考

え
ら
れ
る
点
が
注

目
に
値

す
る
。

耳
　
さ
　
い
　
ご
　
に

　
群

れ
の
成
立
方
法

に
注
目
し
、
預
託

の
諸
事
例
を
類
別
的

に
整
理
す
る

こ

と
に
ょ

っ
て
、
契
約
条
件

の
多
様
性

の
意
味

は
理
解

で
き

た
と
思
う
。
ま

た

換
言
す

れ
ば
、
家
畜
管
理

と
い
う
視
点

に
立

つ
こ
と

に
よ

っ
て
、
家
畜
貸
与

と
し
て
の

ス
ル
ク
の
特
殊
な
存
在
を
排
除
す

る
結
果
と
な

っ
た
α
し
ば
し
ば

過

酷
な
条
件

の
も

と
で
実
施

さ
れ
、
ま

た
そ
れ
ゆ

え
に
従
来

の
研
究
者

の
関

心
を
ひ
き

つ
け
て
き
た

ス
ル
ク
は
、
家
畜
管

理
の
社
会
的
合
理
化
を
果

た
し

う

る
他

の

一
般
的

ス
ル
ク
と
は
別

の
視
点
を
設
定

し
て
そ
こ
か
ら
捉

え
て
ゆ

く

必
要

が
あ

る
。

『
家
畜
貸
与
』

が

こ
と
さ
ら

に
厳
し

い
条
件

の
も
と

に
実

施

さ
れ
る
ア
ル
ポ
ル
チ

ン
旗

の
事
例

で
は
、
家
畜
管
理
上

の
合
理
化
が
図
ら

れ

て
い
る

『
分
割
型
』

に
お

い
て
も
条
件
が
厳
し
く
、
地
域
的
特
徴
を
も

っ

て
い
る
よ
う

に
思
わ

れ
る
。
家
畜
用
途

の
違

い
に
注
目
し
て
農
耕
化

の
進
行

と
の
関
係

で
捉

え
て
ゆ
き

た
い
。

　
本
稿

で
は
家
畜
預
託

の
慣
行
を
類
別
化
し

て
、
契

約
条
件
と

の
対
応

関
係

を

み
た
が
、
類
別
化
さ
れ
た
四

つ
の
タ
イ
プ

の
う
ち
、
当
該
集
団
が

い
ず

れ

を
選
択
す
る

か
、
そ

の
理
由

に

つ
い
て
は
検
討
し
て

い
な

い
。
お
そ
ら
く
は
、

後
藤
が
示
唆
し

て
い
た
よ
う

に
、
当
該
集
団

の
階
層
的
所
有
状
況
を
反
映

す

る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
階
層
的
社
会
構
造
と
預
託

の
あ
り
方

と
が
ど

の
よ
う

な
関
係
を
も

つ
か
に

つ
い
て
は
、
農
耕
化

の
進
行
と
も
関
わ
り
を
も

つ
の
で

163・　(793)



は
な
い
だ
ろ
う

か
。

こ
れ
ら

に
関

し
て
考
察
を
進

め
る
た
め

の
前
段
階

と
し

て
、

ひ
と
ま
ず
多
様

な
預
託
諸
事
例
を
整
理

し
た
次
第

で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(京
都
大
学
文
学
部
助
手
　
尼
崎
市
瓦
宮
人
作
八
ノ
三
五
)
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